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　7 月 11 日、内山区で柱松子の祭礼が行われま
した。広場の中心に巨大なかがり火が焚

た

かれ、２
本の柱松への点火を競います。今年は「上」が先
に着火し、「天下泰平」と占われました。

炎の奇祭「内山柱松子」
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という言葉は、令和４年に生まれた言葉です。いままで民間でのみ使われ
てきましたが、今年の４月に正式な気象用語となりました。
　意味は「日中の最高気温が 40 度を超える日」です。
　今年は日本だけではなく、ヨーロッパでも酷暑日が続き、2 千人を超える死者が
出ました。言葉として身近になった一方で、その意味が警報であるということを忘
れないようにしましょう。

◉『酷暑日』の危険（体温 42℃という限界）
　人の体温は、平均して 36 ～ 37℃ほどです。その限界は 42℃とされています。
　体温を下げるための汗が出きって水分不足になると、熱がこもって体の器官が
正常に動かなくなります。これが「熱中症」です。
　放熱できずに体温が 42℃を超えると、細胞をつくるタンパク質が壊れ始め、
人体に取り返しのつかない変化を起こします（左ページ参照）。このとき、死亡
率は 80％にはねあがり、後遺症が残る恐れもあります。
　「酷暑日」の日は、命の危険の瀬戸際です。対策や涼しい場所への避難、給水
を計画的に行い、乗り切るようにしましょう。

◉『酷暑日』という言葉

◉危険な暑さから身を守る「クーリングシェルター」
　近年の「酷暑日」に対し、村でも適応策を打ち出しています。
　熱中症特別警戒情報が発表された際、住民や旅行者が危険な暑さから身を守れ
るよう、公共施設を「クーリングシェルター」として開放しています。外出時や、
自宅に冷房設備がない場合は活用しましょう。

【開放場所】
○木島平村役場（往郷 914-6）　電話 0269-82-3111
 ・ 場所　１階玄関ロビー
○農村交流館（上木島 1762）　電話 0269-82-2041
 ・ 場所　２階研修室など

【開放日時】
９月 30 日㈬まで（熱中症特別警戒情報発令時）
午前９時～午後５時の間　　　　　　　　　　　　　　　　【総務係　内線 114】

村公式
ウェブサイト

2



◉体温 42℃以上で何が起きる？

◉水分補給のコツ

脳

肝臓

腎臓

筋肉

皮膚

血管

〇「水」だけ飲んでいては不十分
　水だけを飲んだ場合、脳が体液の薄くなることを恐れて、腸からの水分吸収を止めてしまいます。
〇身体が欲しがっているのは「水 + 電解質」
　水分補給で重要なのは、汗で消費した電解質（塩分・カリウムなどのミネラル）の摂取です。
　水だけを飲んでも、体液バランスは崩れています。この状態が続くと、熱中症とは別の体調不良（頭痛､
吐き気､ だるさ､ 意欲低下､ 腹痛､ こむら返り､ けいれんなど）を招く場合もあります。
〇日常的な水分補給のコツ
　水やお茶を飲むとき、電解質は塩あめ、梅干しなどで補いましょう。ただし、現代人は基本的に塩分過多
の食生活です。塩分過多は腎臓への負担や高血圧を招くので、自分に合った補給方法を探しましょう。
〇便利そうな飲み物の注意点
　すばやく水分と電解質を摂取できる商品として、経口補水液とスポーツドリンクがあります。それぞれ使
用に際しての適切な場面、メリットとデメリットを知ったうえで、熱中症対策に活用しましょう。

◉使用する場面　日常的な水分補給
◉メリット　　安価でおいしい
◉デメリット　糖分が多く、血糖値を急上昇させ
　　　　　　　る。血管や肝臓への負担になる。　

◉使用する場面　熱中症発症時
◉メリット　　値段が高いが吸水力も高い
◉デメリット　電解質が通常の３～４倍と濃く、
　　　　　　　血圧や心臓、腎臓に負担がある。

スポーツドリンク 経口補水液
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◉脳細胞が破壊されます。
【発生する症状】
○中枢神経障害（言語、認知、運
　動、感覚への障害）など

◉筋肉が溶けて、成分が血管に
　流れ出します（横

おう

紋
もん

筋
きん

融
ゆう

解
かい

症
しょう

）。
【発生する症状】
○筋肉のしびれ、硬直、脱力

◉汗が止まり、表面が乾燥します。

◉尿が作れなくなり、体内に老廃
　物や毒素がたまります。

【発生する症状】
○急性腎障害（毒素により、体中
　にさまざまな悪影響が出ます）

◉酸欠と水分不足で、機能不全に
　なっています。

【発生する症状】
○肝機能障害（だるさ、黄だん）◉血はドロドロ。

◉血管の内皮が壊れ、隙間から
　体液が流出しています。

【発生する症状】
○血栓、脱水、動脈硬化など
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布
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長
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わ
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活
発
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し
た
。
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、
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調
布
市
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交
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広
が
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よ
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多
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市
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り
組
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る
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開
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、

林
明
裕
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22
日
に
就
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し
た
。
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期
24
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り
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長
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農
業
委
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会
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が

　
　
　

新
た
に
選
出
さ
れ
ま
し
た

前
農
業
委
員
会
長
の
農
業
委
員
の
辞

任
に
伴
い
、
６
月
24
日
に
農
業
委
員
会
臨

時
総
会
が
開
か
れ
、
会
長
に
梅
嵜
行
弘
委

員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
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の
紹
介
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年
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１
日
付
け
で
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山
あ

い
子
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ん
と
山
本
秀
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ん
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替
わ
り
、

湯
本
正
美
さ
ん
と
佐
藤
博
雄
さ
ん
が
新
た

に
人
権
擁
護
委
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と
し
て
任
命
さ
れ
ま
し

た
。
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、
法
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大
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の
任
命

を
受
け
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相
談
活
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や
啓
発
活
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、
ま
た

人
権
侵
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に
よ
る
被
害
者
の
救
済
活
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を

行
っ
て
い
ま
す
。
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０
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み
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催
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６
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場
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11
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【
総
務
係　

内
線
１
０
６
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料 
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休
業
中
の
馬
曲
温
泉
を
再
び
魅
力
あ
る
施
設
へ

   　
　
　
　
　

～
利
活
用
に
向
け
て
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
中
～

　

村
で
は
現
在
休
業
中
と
な
っ
て
い
る

「
馬
曲
温
泉
公
園
」
の
、
持
続
可
能
で
魅
力

あ
る
施
設
へ
の
再
生
を
目
指
し
、
民
間
事

業
者
か
ら
事
業
提
案
を
募
集
す
る
「
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

募
集
の
結
果
、
３
事
業
者
か
ら
参
加
表
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

馬
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温
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は
村
の
重
要
な
財
産
で
す
。

そ
の
土
地
・
建
物
・
源
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有
効
に
活
用

し
、再
び
地
域
の
活
力
を
生
み
出
す
に
は
、

民
間
企
業
が
持
つ
柔
軟
な
ア
イ
デ
ィ
ア
や

経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

単
に
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譲
渡
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貸
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行
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な
く
、「
地
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済
の
活
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」「
雇
用
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創
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」「
交
流
人
口
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拡
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」
に
つ
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が
る
よ
う
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、
優
れ
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事
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計
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案
す
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事
業
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を
選
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し
ま
す
。
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園
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建
物
、
土
地
、
源
泉

な
ど
（
建
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は
譲
渡
、
土
地
は
譲
渡
ま
た

は
貸
付
の
い
ず
れ
か
を
想
定
し
て
提
案
を

求
め
て
い
ま
す
）

◉
選
定
の
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組
み
（
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
）

　

金
額
だ
け
で
な
く
、
事
業
の
コ
ン
セ
プ

ト
や
地
域
へ
の
貢
献
度
、
経
営
の
安
定
性

な
ど
、
提
案
内
容
を
総
合
的
に
審
査
し
、

最
も
優
れ
た
提
案
を
行
っ
た
事
業
者
を
選

び
ま
す
。

◉
今
後
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（
予
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９
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審
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の
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◆
村
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皆
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こ
れ
ま
で
村
で
は
、
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

調
査
な
ど
を
通
じ
て
、
馬
曲
温
泉
の
最
適

な
あ
り
方
を
慎
重
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
温
泉
施
設
の
利
活
用
に
よ
り
、
再

び
魅
力
あ
る
施
設
と
な
る
よ
う
取
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

進
捗
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
者

な
ど
の
決
定
後
、
改
め
て
広
報
紙
や
村
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
等
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
【
商
工
観
光
係　

内
線　

１
３
５
】

村公式
ウェブサイト

   

小
・
中
学
校
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

   　
　
　
　
　
　
「
最
良
の
教
育
環
境
」
を
検
討
し
始
め
ま
し
た

　

村
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
木

島
平
村
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
の

「
最
良
の
教
育
環
境
」
と
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
、
検
討
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

  

な
ぜ
、
今
な
の
か
？

　

検
討
を
始
め
た
背
景
に
は
、
次
の
２
つ

の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

  

課　

題
　
　
　
　
　

内　

容

児
童
生
徒

数
の
減
少

　

令
和
19
年
に
は
、
村
内
の
小
・

中
学
校
の
児
童
生
徒
数
が
合
わ

せ
て
約
百
人
に
ま
で
減
少
す
る

と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す

校
舎
の

　

老
朽
化

　

令
和
19
年
に
は
、
中
学
校
の
校

舎
が
築
60
年
を
迎
え
、
建
物
の
老

朽
化
へ
の
対
応
が
必
要
と
な
り

ま
す

  

子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
守
る
た
め
に

　

子
ど
も
た
ち
が
、
多
様
な
仲
間
と
切
磋

琢
磨
し
、
安
全
・
安
心
で
豊
か
な
学
び
を

得
ら
れ
る
環
境
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

は
、
学
校
の
規
模
・
配
置
・
あ
り
方
（
小

中
学
校
の
統
合
・
再
編
な
ど
）
を
含
め
た

見
直
し
を
、
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

  

◆
村
民
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に

　
　
　
　
　
　

考
え
た
い
こ
と

　

学
校
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核

で
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
行
政
だ
け
で
決
め
る

の
で
は
な
く
、
村
民
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
未
来
の
学
校
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
村
民
の
皆
さ
ん
に
意
見
を
お

聞
き
す
る
機
会
を
設
け
て
ま
い
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
・
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
【
子
育
て
支
援
係　

内
線　

１
６
２
】



  

予
防
接
種
健
康
被
害
救
済
制
度

　

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
こ
と
に
よ
り
、

副
反
応
（
副
作
用
）
が
起
き
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
比
較
的
軽
い
症
状
で
あ
る
一
時

的
な
発
熱
や
、
接
種
し
た
部
分
の
腫
れ
や

痛
み
は
、
数
日
以
内
に
治
り
ま
す
。

　

し
か
し
極
め
て
ま
れ
で
す
が
、
人
に
よ

っ
て
は
重
症
の
副
反
応
が
起
き
る
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
健
康
被
害
は
接

種
直
後
で
は
な
く
、
相
当
時
間
を
置
い
て

か
ら
発
生
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

予
防
接
種
が
原
因
で
健
康
被
害
が
生
じ

た
と
国
が
認
定
し
た
場
合
、
予
防
接
種
法

に
基
づ
き
、
医
療
費
や
障
害
年
金
な
ど
の

給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

も
し
健
康
被
害
が
発
生
し
た
と
思
わ
れ

る
場
合
は
、
受
け
た
予
防
接
種
の
種
類
に

よ
っ
て
手
続
き
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
健

康
福
祉
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
村
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
４
】

村公式
ウェブサイト

6

   

付
加
年
金
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

◉
付
加
年
金
と
は

　

国
民
年
金
に
加
え
て
付
加
保
険
料
を
上

乗
せ
し
て
納
め
る
こ
と
で
、
受
け
取
る
年

金
額
を
増
や
せ
る
制
度
で
す
。
付
加
保
険

料
の
納
付
は
申
出
月
か
ら
の
開
始
と
な
り

ま
す
。

◉
付
加
保
険
料
（
納
付
額
）

　

毎
月
４
０
０
円

◉
受
取
時
の
付
加
年
金
額
（
年
額
）

　

２
０
０
円
×
付
加
年
金
保
険
料
納
付
月
数

【
例
】
10
年
間
付
加
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合

（
納
付
総
額
）

４
０
０
円
×
12
月
×
10
年
＝
４
万
８
千
円

（
受
取
時
に
上
乗
せ
さ
れ
る
年
金
額（
年
額
））

２
０
０
円
×
１
２
０
月
＝
２
万
４
千
円

◉
申
請
手
続
き

　

役
場
窓
口
で
手
続
き
が
行
え
ま
す
。
後

日
、
年
金
事
務
所
か
ら
送
付
さ
れ
る
付
加

年
金
保
険
料
の
納
付
書
で
保
険
料
を
納
め

て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い

る
方
は
、
付
加
年
金
制
度
の
利
用
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
住
民
係　

内
線
１
２
２
】

   

令
和
８
年
産
水
稲
の
被
害
届

　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
付
開
始

◉
対
象

　

水
稲
共
済
に
加
入
し
て
い
て
、
自
然
災

害
、
病
虫
害
、
獣
害
な
ど
に
よ
り
減
収
が

見
込
ま
れ
る
農
家
の
方

◉
申
告
方
法

　

各
戸
配
布
の
損
害
通
知
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
長
野
県
農
業
共
済
組
合

北
信
支
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
申
告
締
切　

９
月
１
日
（
火
）

◉
問
合
せ

　

長
野
県
農
業
共
済
組
合
北
信
支
所

　

電
話
０
２
６
（
２
１
９
）
２
８
９
２

【
農
林
係　

内
線
１
３
２
】

日本年金機構
公式ウェブサイト

  

く
ら
し
と
健
康
の
相
談
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　

開
催
し
ま
す

◉
弁
護
士
に
無
料
相
談
で
き
ま
す

　

失
業
・
倒
産
・
多
重
債
務
・
家
庭
問
題

な
ど
に
つ
い
て
弁
護
士
が
無
料
で
相
談
に

応
じ
ま
す
。
あ
わ
せ
て
保
健
師
に
よ
る
無

料
の
健
康
相
談
を
行
い
ま
す
。

◉
日
に
ち　

９
月
３
・
17
・
24
日

　
　
　
　
　
　
　
　
（
い
ず
れ
も
木
曜
日
）

◉
時
間
（
予
約
制
）

○
１
回
目　

午
後
２
時
～
３
時

○
２
回
目　

午
後
３
時
～
４
時

◉
場
所　

　

長
野
県
飯
山
庁
舎

　

北
信
保
健
福
祉
事
務
所

　
（
飯
山
市
大
字
静
間
１
３
４
０
―

１
）

◉
予
約
方
法

　

相
談
希
望
日
の
前
週
金
曜
日
の
正
午
ま

　

で
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
予
約
先

　

北
信
保
健
福
祉
事
務
所　

　

健
康
づ
く
り
支
援
課　

　

電
話
０
２
６
９
（
６
２
）
６
１
０
４

【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
５
】

  

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
購
入
補
助
金

　

間
伐
材
の
有
効
活
用
に
つ
な
が
る
長
野

県
産
の
木
材
な
ど
の
利
用
を
促
進
す
る
た

め
、
村
で
は
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を
購
入

す
る
方
に
対
し
、補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

◉
補
助
の
条
件

○
木
島
平
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
こ
と

○
県
内
に
事
業
所
ま
た
は
代
理
店
を
有
す

　

る
者
か
ら
購
入
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

○
長
野
県
産
材
の
ペ
レ
ッ
ト
燃
料
を
使
用

　

す
る
こ
と　

ほ
か

◉
補
助
金
額　

購
入
価
格
の
10
／
10
以
内

　
　
　
　
　
（
１
台
に
つ
き
上
限
10
万
円
）

◉
申
込
み
期
限　

予
定
数
量
に
達
し
次
第

【
農
林
係　

内
線
１
３
２
】



2026.8

7

  

飯
水
岳
北
勤
労
者
共
済
会
に

 　
　
　
　
　

   

加
入
し
ま
せ
ん
か

　

飯
水
岳
北
勤
労
者
共
済
会
で
は
、
飯
山

市
・
木
島
平
村
・
野
沢
温
泉
村
・
栄
村
の

中
小
企
業
・
商
店
・
個
人
事
業
所
な
ど
で

働
く
人
を
対
象
に
、
個
々
の
事
業
所
で
は

難
し
い
福
利
厚
生
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

◉
事
業
内
容

①
保
険
（
共
済
）
給
付
事
業

　

結
婚
祝
金
、出
生
祝
金
、子
の
入
学
祝
金
、

死
亡
保
険
金
、
傷
病
休
業
保
険
金
な
ど

②
厚
生
事
業

　

飯
水
岳
北
地
域
内
指
定
施
設
割
引
券
の

配
布
、
長
野
県
市
町
村
勤
労
者
互
助
会
・
共

済
会
で
協
定
し
て
い
る
宿
泊
施
設
・
観
光
施

設
な
ど
の
割
引
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど

◉
会
費

○
入
会
金　

１
人
あ
た
り
１
０
０
円

○
会
費　

１
人
あ
た
り
月
額
３
０
０
円

◉
申
込
み
・
問
合
せ

　

飯
水
岳
北
勤
労
者
共
済
会
事
務
局

　
（
飯
山
市
役
所
商
工
観
光
課
内
）

　

電
話
０
２
６
９
（
６
７
）
０
７
３
１

【
商
工
観
光
係　

内
線
１
３
４
】

事務局公式
ウェブサイト

  

８
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す

◉
振
込
日　

８
月
14
日
（
金
）

◉
支
給
対
象
月　

６
・
７
月
分

◉
支
給
額

○
０
～
３
歳
未
満

　

第
１
子
・
２
子　

１
万
５
千
円

　

第
３
子
以
降
※　

３
万
円

○
３
歳
～
高
校
生
年
代

　

第
１
子
・
２
子　

１
万
円

　

第
３
子
以
降
※　

３
万
円

※
第
３
子
以
降
の
増
額
は
要
件
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
家
庭
の
状
況
に
次
の
変
更
が
あ
っ
た

方
は
、
子
育
て
支
援
係
へ
お
早
め
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

・
住
所
や
氏
名
（
村
外
に
住
民
票
が
あ
る

　

配
偶
者
や
児
童
を
含
む
）

・
婚
姻
や
離
婚
な
ど
に
よ
る
、
児
童
の
養

　

育
状
況

・
養
育
し
な
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り

　

対
象
児
童
が
い
な
く
な
っ
た

・
受
給
者
の
加
入
す
る
年
金
状
況

・
受
給
者
や
配
偶
者
が
公
務
員
に
な
っ
た

・
第
３
子
増
額
の
カ
ウ
ン
ト
対
象
と
な
っ

　

て
い
る
19
～
22
歳
の
子
の
状
況

　
（
例
）
入
学
や
退
学
な
ど
進
学
先
の
状

　

況
が
変
わ
っ
た
、
退
職
や
就
職
、
結
婚

　

等
で
監
護
相
当
や
生
計
費
の
負
担
状
況

　

が
変
わ
っ
た　

な
ど

【
子
育
て
支
援
係　

内
線
１
６
２
】

　

交
通
災
害
共
済
の
公
費
加
入

　

交
通
災
害
共
済
は
、
交
通
事
故
に
遭
わ

れ
た
方
の
救
済
を
目
的
と
し
た
制
度
で
、

少
な
い
掛
金
で
加
入
で
き
る
共
済
で
す
。

木
島
平
村
で
は
、
全
額
公
費
負
担
に
よ
り

村
民
の
皆
さ
ん
の
加
入
を
実
施
し
ま
す
。

◉
公
費
加
入
の
対
象
者

　

令
和
８
年
７
月
１
日
時
点
で
木
島
平
村

に
住
所
が
あ
る
方
。

◉
公
費
加
入
の
対
象
外
と
な
る
方

　

基
準
日
（
令
和
８
年
７
月
１
日
）
以
降

に
転
入
ま
た
は
出
生
さ
れ
た
方
。

※
次
年
度
の
公
費
加
入
ま
で
待
つ
か
、
希

　

望
す
れ
ば
自
費
で
加
入
で
き
ま
す
。

◉
保
険
期
間
と
加
入
者
証

○
保
険
期
間　

令
和
８
年
８
月
１
日
～
令

和
９
年
７
月
31
日

○
加
入
者
証
の
廃
止　

以
前
ま
で
区
を
通

じ
て
配
布
し
た
加
入
者
証
は
、
公
費
加
入

の
対
象
拡
大
に
伴
い
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

※
役
場
で
は
証
明
書
を
発
行
し
ま
せ
ん

　

が
、加
入
者
情
報
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

◉
見
舞
金
の
請
求
に
つ
い
て

　

交
通
災
害
共
済
の
見
舞
金
請
求
に
つ
い

て
は
、
総
務
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
【
総
務
係　

内
線
１
０
８
】

　

自
殺
予
防
週
間

　

９
月
10
日
（
木
）
～
16
日
（
水
）
は
自

殺
予
防
週
間
で
す
。

　

自
殺
は
、
心
身
の
健
康
に
関
わ
る
問
題

だ
け
で
は
な
く
、
過
労
、
生
活
苦
、
育
児

や
介
護
疲
れ
、
い
じ
め
や
孤
立
な
ど
の

様
々
な
社
会
的
要
因
が
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
１
つ
の
要
因
だ
け

で
は
な
く
、
様
々
な
問
題
が
複
雑
に
絡
み

合
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

自
殺
の
多
く
は
周
り
の
人
が
気
づ
き
、

支
援
の
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
で
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
大
切
な
人
が
悩
み
を
抱

え
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
ら
、
声
を
か

け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

悩
み
を
う
ち
あ
け
て
く
れ
た
ら
、
本
人

の
気
持
ち
を
尊
重
し
、
じ
っ
く
り
話
を
き

い
て
、相
談
窓
口
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
寄
り
添
い
あ
た
た
か
く
見
守
っ
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

み
ん
な
で
取
り
組
み
、い
の
ち
を
支
え
、

自
殺
の
な
い
地
域
に
し
ま
し
ょ
う
。

◉
村
相
談
窓
口

○
健
康
相
談
・
介
護
相
談
（
月
１
回
）

 

・
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

○
心
配
ご
と
相
談(

毎
月
第
１
水
曜
日
）

 

・
場
所　

村
社
会
福
祉
協
議
会
相
談
室

 

・
時
間　

午
前
９
時
～
午
前
11
時

　
　
　
　
【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
８
】
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は

運
転
免
許
証
一
体
化
で

　
　
　
も
っ
と
便
利
に

◉
一
体
化
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
の
道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ

り
、
以
下
の
３
つ
の
免
許
証
の
持
ち
方
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。

○
従
来
か
ら
の
運
転
免
許
証
の
み
を
保
有

※
自
動
車
等
の
運
転
の
際
は
、
運
転
免
許

　

証
ま
た
は
マ
イ
ナ
免
許
証
の
い
ず
れ
か

　

を
携
帯
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
マ
イ
ナ
免
許
証
の
み
を
所
有

　

運
転
免
許
証
の
免
許
情
報
が
記
録
さ
れ

た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
い
わ
ゆ
る
一
体

化
し
た
マ
イ
ナ
免
許
証
の
み
を
保
有
す
る

○
運
転
免
許
証
＋
マ
イ
ナ
免
許
証
を
所
有

　

マ
イ
ナ
免
許
証
と
従
来
の
運
転
免
許
証

の
両
方
を
保
有
す
る

　
◆
一
体
化
の
メ
リ
ッ
ト

①
窓
口
１
つ
で
手
続
き
終
了

　

マ
イ
ナ
免
許
証
の
み
、
住
所
・
氏
名
の

変
更
手
続
き
が
市
町
村
窓
口
で
完
結
し
ま

す
（
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
）。

②
免
許
更
新
時
の
講
習
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

　

※
優
良
・
一
般
運
転
者
講
習
に
限
る
。

③
講
習
手
数
料
が
２
０
０
円
と
安
価

　

※
会
場
で
の
講
習
は
優
良　

５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
般　

８
０
０
円

④
更
新
時
手
数
料
も
安
い

 

・ 

マ
イ
ナ
免
許
証
の
み　

２
１
０
０
円

 

・ 

免
許
証
＋
マ
イ
ナ
免
許
証

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

２
９
５
０
円

 

・ 

免
許
証
の
み　
　
　
　

２
８
５
０
円

◉
一
体
化
に
つ
い
て
の
詳
細

　

警
視
庁
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ

　
◆
一
体
化
の
デ
メ
リ
ッ
ト

　

マ
イ
ナ
免
許
証
の
み
の
場
合
、
カ
ー
ド

を
紛
失
さ
れ
る
と
運
転
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
従
来
の
運
転
免
許
証
を
交
付
し
て

も
ら
う
か
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
再

発
行
し
た
う
え
で
免
許
情
報
の
記
録
を
し

て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も

最
寄
り
の
免
許
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
手
続
き

が
必
要
で
す
。

  

サ
ポ
ー
ト
情
報

　
役
場
住
民
係
（
窓
口
）
に
て
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
。
約
５
分
で
、
そ
の
場
で
申
請

が
完
了
し
ま
す
。
身
分
証
を
お
持
ち
に
な

り
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
日
に
ち　

８
月
14
日
（
金
） 

○
時
間
（
完
全
予
約
制
）

　

午
後
５
時
15
分
～
午
後
７
時
15
分

　
　
　
　
　
　【
住
民
係
　
内
線
１
２
３
】

警視庁
公式

ウェブサイト

 

全
国
一
斉　

 

子
ど
も
の
た
め
の
養
育
費
相
談
会

　

長
野
県
司
法
書
士
会
に
よ
る
養
育
費
に

関
す
る
無
料
電
話
相
談
会
が
行
わ
れ
ま

す
。
未
婚
や
離
婚
に
よ
る
養
育
費
の
問
題

に
つ
い
て
、
法
的
支
援
を
行
い
ま
す
。

◉
日
時　

９
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
９
時

◉
電
話
（
当
日
の
み
の
専
用
番
号
で
す
）

　

０
１
２
０
（
５
６
７
）
３
０
１

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

◉
相
談
料　

無
料

◉
問
い
合
わ
せ
先

　

長
野
県
司
法
書
士
会

　

０
２
６
（
２
３
２
）
７
４
９
２

  

生
活
保
護
費
の
追
加
給
付
が

　
　
　
　
　
　
　
　

行
わ
れ
ま
す

　

平
成
25
年
８
月
～
令
和
８
年
３
月
ま
で

の
間
に
、
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
た
世

帯
を
対
象
に
、
追
加
給
付
を
行
い
ま
す
。

　

現
在
、
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
な
い

世
帯
も
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
当
時
保

護
を
受
け
て
い
た
自
治
体
の
福
祉
事
務
所

ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◉
申
出
受
付
期
間

　

令
和
８
年
８
月
１
日
～
令
和
９
年
７
月

31
日
（
土
日
祝
を
除
く
）

◉
詳
細

　

長
野
県
Ｈ
Ｐ
ま
で
。

県公式
ウェブサイト

   

サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
の

　
　
　

解
約
ト
ラ
ブ
ル
に
要
注
意

　

サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
（
サ
ブ
ス
ク
）

は
、
定
め
ら
れ
た
料
金
を
定
期
的
に
支
払

う
こ
と
で
、
一
定
期
間
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
一
度
契

約
す
る
と
、
利
用
し
な
く
て
も
解
約
し
な

い
限
り
支
払
い
が
続
き
ま
す
。

◉
こ
こ
に
注
意

　

サ
ブ
ス
ク
の
契
約
は
、
ア
プ
リ
の
ア
イ

コ
ン
を
削
除
し
た
り
、
ア
プ
リ
を
ア
ン
イ

ン
ス
ト
ー
ル
す
る
だ
け
で
は
解
約
と
は
な

り
ま
せ
ん
。
事
業
者
の
定
め
た
方
法
で
解

約
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

◉
こ
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
も

　

無
料
の
お
試
し
の
場
合
は
、
お
試
し
期

間
が
終
わ
る
と
自
動
的
に
定
額
サ
ー
ビ
ス

に
移
行
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。

　

利
用
し
て
い
な
い
サ
ブ
ス
ク
の
請
求
に

気
付
け
る
よ
う
に
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

や
キ
ャ
リ
ア
決
済
等
の
明
細
は
、
毎
月
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

◉
困
っ
た
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
長
野
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

　

電
話　

０
２
６
３
（
４
０
）
３
６
６
０

○
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
最
寄
り
の
市
町
村
役
場
）

電
話　

１
８
８

　
　
　
　
　
　
【
住
民
係　

内
線
１
２
１
】
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　村では、河川の水質管理と生態系への影響の調査を目的に、河川の水質検査をしてい
ます。河川の類型は、環境省の「生活環境の保全に関する環境基準」で定められており、
その河川がどのような用途に向いているかを表しています。一人ひとりが河川に対する
意識を持ち、水質の維持、向上に努めましょう。　　　　　　【環境整備係　内線 154】

◉河川水質検査の結果
（採水日時：令和８年５月 26 日  午前９時 30 分～午後０時 15 分 / 天候：晴れ / 気温：24.1℃～ 30.2℃）

◆（参考）環境省「生活環境の保全に関する環境基準」

各項目の説明について、詳しくは村公式ウェブサイトをご確認ください。

村の河川の水質検査の結果をお知らせします
令和８年度

採水
場所

樽川 樽川 樽川 馬曲川 馬曲川 大川
上流

大川

下流
農業用水
基準試験

項目
（糠千） （新橋） （小見橋） （馬曲）

（グリーン
センター） （西小路） （市之割）

ｐＨ －  7.5 7.5 7.3 7.2 7.5 7.3 7.5 6.0 ～ 7.5

ＳＳ mg/ ℓ 1.0 3.0 5.0 1.0 2.0 8.0 4.0
100mg/ ℓ

以下

ＢＯＤ mg/ ℓ 0.5 1.0 0.9 0.5 0.5 1.1 0.6
8mg/ ℓ
以下

大腸
菌数

CFU/
100m ℓ

5.0 17.0 59.0 9.0 18.0 180.0 320.0 ―

全窒素 mg/ ℓ 0.14 0.57 0.79 0.08 0.15 0.59 0.50
1mg/ ℓ
以下

全りん mg/ ℓ 0.014 0.12 0.10 0.009 0.025 0.12 0.076 ―

ＤＯ mg/ ℓ 11.0 9.7 9.8 9.7 8.6 9.7 10.0
5mg/ ℓ
以上

Ｃ l ‐ mg/ ℓ 1.1 6.7 7.6 1.3 1.6 10.0 13.0 ―

河川類型比較 AA AA A AA AA A A

項目

類型

利用目的の

適応性

水素イオン

濃度 （ｐＨ）

浮遊物質量

(SS)

生物化学的酸素

要求量 （ＢＯＤ）
大腸菌数

溶存酸素量

（ＤＯ）

ＡＡ 水道 1級 6.5 ～ 8.5 25mg/ ℓ以下 1mg/ ℓ以下
20CFU/100m ℓ

以下
7.5mg/ ℓ以上

Ａ
水道 2級

水産 1級
6.5 ～ 8.5 25mg/ ℓ以下 2mg/ ℓ以下

300CFU/100m ℓ

以下
7.5mg/ ℓ以上

Ｂ
水道 3級

水産 2級
6.5 ～ 8.5 25mg/ ℓ以下 3mg/ ℓ以下

1,000CFU/100m ℓ

以下
5mg/ ℓ以上

Ｃ
水産 3級

工業用水 1級
6.5 ～ 8.5 50mg/ ℓ以下 5mg/ ℓ以下 ― 5mg/ ℓ以上

Ｄ
工業用水 2級

農業用水
6.0 ～ 8.5 100mg/ ℓ以下 8mg/ ℓ以下 ― 2mg/ ℓ以上

Ｅ
工業用水 3級

環境保全
6.0 ～ 8.5

ごみ等の浮遊が

認められないこと
10mg/ ℓ以下 ― 2mg/ ℓ以上
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村への移住・定住・空き家
に関するお知らせなどを

掲載します！

有 

料 

広 

告

◆入会説明会
　毎月の第２水曜日（原則）午後１時 30 分から
　シルバー人材センター会議室
　（７月の第１火曜日と３月の第２火曜日は木島平村農村交流館で開催）

◆対象
　飯山市・木島平村に住所がある方
　原則 60 歳以上の方　働く意欲がある方

会員募集のお知らせ
家にいるだけじゃ、もったいない
シルバー人材センターでお仕事をして
健康寿命を延ばしませんか

お気軽にお問い合わせをお願いします

公益社団法人　飯山地域シルバー人材センター　電話 0269-63-2915
この広告は、「厚生労働省委託事業 高齢者活躍人材確保育成事業」を活用しています。

 

７
月
12
日
移
住
相
談
会
出
展
報
告

　

長
野
県
最
大
級
の
移
住
相
談
会
「
信
州

で
暮
ら
す
働
く
フ
ェ
ア
」
に
木
島
平
村
も

出
展
し
て
き
ま
し
た
！

　

去
年
に
引
き
続
き
、

東
京
有
楽
町
で
開
催

さ
れ
、
総
計
５
５
０

組
８
６
５
名
が
お
越

し
に
な
り
ま
し
た
。

　

木
島
平
村
ブ
ー
ス

に
も
た
く
さ
ん
の
方

が
お
見
え
に
な
り
、

質
問
を
お
受
け
す
る
な
か
で
私
た
ち
自
身

に
と
っ
て
も
改
め
て
多
く
の
こ
と
を
勉
強

さ
せ
て
い
た
だ
く
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

  

最
近
の
移
住
希
望
者
が

　
　
　
　

気
に
な
っ
て
い
る
こ
と

①
ま
ず
は
村
に
住
ん
で
み
た
い
け
れ
ど
、

家
は
あ
る
？

　

こ
れ
は
相
談
者
の
ほ
ぼ
１
０
０
%
が
疑

問
に
思
っ
て
い
ま
す
。
住
ま
い
に
つ
い
て

は
、村
の「
田
舎
暮
ら
し
体
験
住
宅
」や「
空

き
家
バ
ン
ク
」
登
録
物
件
の
購
入
を
案
内

し
て
い
ま
す
（
少
数
で
す
が
村
営
住
宅
も

あ
り
ま
す
）。

　

た
だ
し
課
題
と
し
て
は
、
賃
貸
物
件
が

不
足
し
て
い
る
点
で
す
。
移
住
希
望
と
は

言
っ
て
も
、
初
め
て
の
土
地
で
い
き
な
り

物
件
を
購
入
す
る
の
で
は
、
村
に
移
住
す

る
ハ
ー
ド
ル
が
と
て
も
高
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
賃
貸
物
件
の
不
足
が
移
住
の

足
か
せ
に
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

村
に
興
味
を
持
つ
人
を
さ
ら
に
引
き
付
け

る
に
は
、
賃
貸
物
件
の
充
足
が
さ
ら
に
重

要
に
な
っ
て
く
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

②
新
参
者
に
対
し
て
、
地
域
の
方
は
ど
う

思
っ
て
い
る
の
か
な

　

移
住
者
が
不
安
視
す
る
の
は
当
然
で
す

が
、
地
域
側
も
ま
た
「
ど
ん
な
人
が
来
る

の
だ
ろ
う
」
と
い
う
不
安
（
警
戒
心
）
を

抱
い
て
い
ま
す
。
お
互
い
の
す
れ
違
い
を

防
ぐ
た
め
に
は
、
事
前
に
地
域
の
共
同
作

業
（
役
割
や
文
化
）
に
つ
い
て
丁
寧
に
説

明
し
、
自
分
か
ら
明
る
く
あ
い
さ
つ
を
す

る
こ
と
や
、
ゴ
ミ
の
出
し
方
、
地
域
の
草

刈
り
な
ど
の
行
事
に
顔
を
出
す
こ
と
な
ど

を
説
明
し
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
側
は
「
分
か
ら
な
い
こ
と

は
優
し
く
教
え
る
」
と
い
っ
た
温
か
い
受

け
入
れ
姿
勢
が
、
村
の
未
来
を
育
て
る
第

一
歩
に
な
り
ま
す
。

③
農
業
を
や
り
た
い
け
ど
、
何
か
ら
始
め

て
よ
い
か
分
か
ら
な
い

　

移
住
希
望
者
の
多
く
は
農
業
に
興
味
が

あ
り
、
し
か
も
未
経
験
で
す
。
そ
の
た
め

村
で
は
、
相
談
内
容
に
応
じ
た
就
農
体
験

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
実
際
の
農
作
業
を

通
じ
て
、
地
域
の
気
候
や
作
物
の
育
て
方

を
段
階
的
に
学
べ
る
環
境
を
整
え
て
お

り
、
将
来
的
な
本
格
就
農
や
移
住
に
向
け

た
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

村
内
で
は
廃
業
す
る
農
家
が
増
え
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
り
、
将
来
私
た
ち
の
誇

り
で
あ
る
村
の
農
業
が
衰
退
し
て
し
ま
う

の
は
と
て
も
悲
し
い
こ
と
で
す
。
こ
の
大

切
な
農
業
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
、
新
し

い
挑
戦
者
や
未
経
験
の
若
者
た
ち
を
優
し

く
迎
え
、
こ
れ
か
ら
の
村
の
農
業
の
担
い

手
と
し
て
一
丸
と
な
っ
て
村
の
財
産
を
守

っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
ま
す
。
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窓リフォームが補助金でお得に！

◆  先進的窓リノベ　２０２６事業  ◆

Tel　0269（82）2201　Fax　0269（82）3146
Mail　zyuuken@miy.janis.or.jp㈲ヤマザキ住研

夏は涼しく 冬は暖かく 光熱費削減

\  村民の方は特典付き！　詳しくは下記まで  /

  

初
め
ま
し
て
！

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　

木
島
平
村
の
皆
さ
ま
、
は
じ
め
ま
し

て
。
６
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

加
わ
り
ま
し
た
定
千
尋
と
申
し
ま
す
。

　

大
阪
府
出
身
で
学
生
時
代
に
出
会
っ

た
登
山
を
現
在
も
楽
し
ん
で
お
り
、
最

近
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ

ン
グ
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
山
に
関

わ
る
活
動
を
通
じ
て
、
自
然
の
近
く
で

暮
ら
し
て
み
た
い
！
と
思
う
よ
う
に
な

り
、
毎
年
６
月
に
木
島
平
村
で
開
催
さ

れ
て
い
る
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
レ
ー

ス
【
奥
信
濃
１
０
０
】
を
き
っ
か
け
に

木
島
平
村
を
知
り
、
５
月
末
か
ら
村
で

暮
ら
し
始
め
ま
し
た
。

　

村
で
の
生
活
は
毎
日
が
新
鮮
で
す
。

村
の
中
に
流
れ
る
綺
麗
な
水
路
、
カ
エ

ル
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
る
静
か
な
夜
、

野
菜
の
お
い
し
さ
。
そ
し
て
な
ん
と
い

っ
て
も
お
米
・
水
が
お
い
し
い
‼
６
月

末
に
は
大
塚
で
人
生
初
め
て
の
ホ
タ
ル

を
見
ま
し
た
。
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
村
の
方
は
、
毎
年
自
宅
の
庭
で
蛍

が
見
ら
れ
る
と
の
事
で
驚
き
ま
し
た
！

村
の
方
に
と
っ
て
は
そ
ん
な
当
た
り
前

の
日
々
が
、
私
に
と
っ
て
は
毎
日
特
別

で
、
す
ご
く
素
敵
な
環
境
だ
な
と
実
感

し
て
い
ま
す
。

　

観
光
振
興
局
で
は
魅
力
あ
ふ
れ
る
木

島
平
村
を
村
内
外
、
た
く
さ
ん
の
方
に

お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
事
ば
か
り
な

の
で
、
皆
さ
ま
の
イ
チ
押
し
が
あ
れ
ば

ぜ
ひ
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

問合せ 観光振興局
　　　　　0269(82)2800

観
光
振
興
局
通
信定

さだ

　千
ち

尋
ひろ

▲人生初の田植え！

▶山の中で食べる
　ご飯は格別です！
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今
年
の
花
火
大
会
の
こ
と

姉
妹
都
市
交
流
推
進
員
の
島
﨑
光
太

で
す
。

　

毎
年
恒
例
の
調
布
市
花
火
大
会
が
、

９
月
12
日
（
土
）、
多
摩
川
を
舞
台
に

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
今
か
ら
多
く

の
市
民
が
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
約

１
万
発
の
花
火
が
夜
空
を
彩
る
、
調
布

の
夏
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
都

内
へ
お
出
か
け
の
際
は
、
ぜ
ひ
立
ち
寄

っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

日
頃
か
ら
調
布
市
に
は
、
木
島
平
村

を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
方
が
た
く
さ
ん

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
新
鮮
屋
だ
か
ら
こ
そ

お
届
け
で
き
る
旬
の
農
産
物
や
情
報
を

通
じ
て
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
姉
妹
都
市
交
流
の
輪

を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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健　康

だより

健康福祉係
内線１２７

夏
バ
テ
を
防
い
で
、
元
気
に
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
！

　毎日厳しい暑さが続いていますね。この時期、「なんだか体がだるい」「食欲がない」
「寝つきが悪い」といった不調を感じていませんか。これは高温多湿な日本の夏によ

る “ 夏バテ ” のサインかもしれません。今回は、“ 夏バテ ” についてお話します。

その不調、 「夏バテ」 では？

夏バテはなぜ起きる？

夏バテ対策！

　猛暑の屋外とエアコンが効い
た室内の温度差で自律神経が乱
れてしまいます。

　大量の汗をかくと水分だけで
なくナトリウム（塩分）やカリ
ウムなどのミネラルも失われ、
全身のだるさや筋肉のけいれん
を引き起こします。

　暑さで冷たい麺類やアイス、
冷たい飲み物を多く摂ること
で、胃腸が直接冷やされ、胃腸
の働きを弱め、消化不良や食欲
不振を招きます。

　暑さで夜の寝苦しさにより、
睡眠の質が低下、疲労が十分に
回復しないまま翌日に持ち越さ
れてしまいます。

室内と室外の温度差

胃腸機能の低下 水分・ミネラル不足

睡眠不足と疲労の蓄積

◉栄養バランスの良い食事
○スタミナをつける食事づくりには、
主食とともに良質のたんぱく質を毎食
1 ～ 2 品取り入れましょう。
○暑さのためにビタミン B 群の消耗
が多くなるので、肉類や豆類、きのこ
類などのほか、ビタミン C を豊富に
含む野菜や果物などを摂りましょう。

◉入浴

◉こまめな水分補給
○日常生活では、1 ～ 2
時間おきにコップ一杯 (
約 200㎖ )、運動中や屋
外作業時は、15 ～ 30 分

◉十分な睡眠

おきにコップ半分から一杯 ( 約 100 ～
200㎖ ) を目安に少しずつ飲むのが理
想です。

○シャワーではなく湯船
に浸かることで、自律神
経のバランスが整い疲
労回復につながります。38 〜 40℃の
ぬるめのお湯に 10 〜 15 分浸かるの
が効果的です。入浴前後に、コップ 1
杯の水分補給しましょう。

○睡眠の 1 ～ 2 時間前
に入浴を済ませ、室温
26 ～ 28℃、湿度 50 ～ 60％を目安
に保ちましょう。
○睡眠前のスマホやパソコンの光は、　
睡眠ホルモンの分泌を抑えます。就寝
1 時間前は使用を控えましょう。
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ん
に
ち
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保
健
補
導
員
会
で
す

　高齢者とそのご家族からの相談をいつでも受け付けています。
　健康福祉係　内線 126・128　　★直通電話 0269（82）4771

地域包括支援センター包括だより

木島平村地域包括支援センター

9 月は世界アルツハイマー月間
　アルツハイマー病は、認知症の一種です。毎年
9 月は、「認知症」について知り、介護や治療の
あり方などをより多くの人に考えていただく機会
として、世界中が統一して行動を起こすための世
界アルツハイマー月間とされています。

◉講演会のご案内

　地域包括支援センターでは、アルツハイマー月
間に合わせて、認知症についてより深く理解する
ための講演会を開催します。認知症について一緒
に学んでみませんか。みなさんのご参加をお待ち
しています。
◉日時　8 月 29 日（土）
　　　　午後 1 時 30 分～午後 3 時 30 分
◉会場　役場 2 階　会議室

◉講師紹介
○春原治

はる

子
こ

さん
　（認知症本人大使）
○櫻井記

のり

子
こ

さん
　（ジェイエー長野会ロー
　マンうえだ看護師／春原
　さんパートナー）

◉演題　「認知症になってからも地域で自分らしく
　　　　暮らそう～ひと足先に認知症になった私が
　　　　今体験している事、伝えたい事～」
◉参加費　無料
◉申込み　8 月 14 日（金）　※当日参加可
◉その他　送迎希望の方は、申込み時にお知らせく
　　　　　ださい。

春原 治子さん

　

７
月
号
に
続
き
、
６
月
６
日
の
講
演
会
で
学
ん
だ
足
の
血
管
の
話
を
お
伝

え
し
て
い
き
ま
す
。

◉
講
演　
『
知
っ
て
お
き
た
い
「
足
の
血
管
」
の
お
は
な
し
』

◉
講
師　

健
康
づ
く
り
事
業
団　

保
健
師　

芳
川
那な

伎ぎ

砂さ

氏

◉
足
梗
塞(

下
肢
閉
塞
性
動
脈
疾

患)

を
予
防
す
る
に
は

〇
食
事
　
減
塩
に
心
が
け
る

　

味
覚
は
１
～
２
週
間
で
変
わ
り

ま
す
。
薄
味
に
慣
れ
ま
し
ょ
う
。

※
香
辛
料
や
香
味
野
菜
、
果
物
の

　

酸
味
を
利
用
す
る
、
低
塩
の
調

　

味
料
に
変
え
る
な
ど
。

〇
飲
酒
　
適
量
１
日
１
合

　

週
１
～
２
回
は
休
肝
日
を
設
け

ま
し
ょ
う
。

〇
間
食
　
摂
り
方
の
見
直
し

　

食
べ
す
ぎ
に
よ
っ
て
肥
満
や
、

血
糖
値
の
急
激
な
変
動
を
引
き
起

こ
し
、
動
脈
硬
化
に
つ
な
が
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

※
嗜
好
食
品
の
目
安
は
、
１
日
あ

　

た
り
２
０
０kcal

程
度 

で
す
。

〇
運
動
　
継
続
す
る

　

継
続
は
強
度
よ
り
大
切
で
す
。

※
１
日
10
分
か
ら
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

　

グ
、
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
が

　

お
す
す
め
で
す
。

◉
下
肢
静
脈
瘤
と
は
？

　

推
定
患
者
は
１
千
万
人
以
上
と
言
わ

れ
、
出
産
経
験
の
あ
る
成
人
女
性
の
２

人
に
１
人
が
発
症
し
て
い
ま
す
。

  

初
期

  

発
症

〇
症
状　

ふ
く
ら
は
ぎ
に
出
る
こ
と
が

多
く
、
だ
る
さ
や
浮
腫
が
で
る

〇
予
防

 

・
長
時
間
の
立
位
、
座
位
を
避
け
る
。

 

・
足
を
高
く
し
て
寝
る
。

 

・
弾
性
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
着
用
す
る
。

　

規
則
正
し
い
食
生
活
と
適
度
な
運
動

等
を
心
が
け
「
足
の
血
管
」
を
守
り
ま

し
ょ
う
！

【
保
健
補
導
員
会
事
務
局

　
　
　
（
健
康
福
祉
係
）
内
線
１
２
８
】

①
筋
肉
ポ
ン
プ
作
用
低
下
・

　

静
脈
弁
の
機
能
悪
化

②
静
脈
壁
の
圧
力
上
昇

③
足
の
血
管
に
コ
ブ
が
浮
き

　

出
る

◀



14

有 

料 

広 

告

　自衛官募集のお知らせ　　　　   
◆防衛大学校学生
◉概要　日本と国際社会の平和を担う安全保障のリー
　　　　ダーを育成。
◉資格　高卒（見込みを含む）18 歳未満の者
◉受付　推　　薦　９月５日（土）～９月８日（火）
　　　　総合選抜　同上
　　　　一　　般　７月１日（水）～ 10 月 15 日（木）
◉試験日　推　　薦　９月 19・20 日（土・日）
　　　　　総合選抜　一次　９月 19 日（土）
　　　　　　　　　　二次　10 月 24・25 日（土・日）
　　　　　一　　般　一次　10 月 31 日（土）
　　　　　　　　　　二次　11 月 27 日（金）～
　　　　　　　　　　　　　12 月２日（水）の指定さ
　　　　　　　　　　　　　れた日

◆防衛医科大学校医学科学生
◉概要　将来は総合臨床医として活躍できる自衛官 ( 医
　　　　官）を目指す。
◉資格　高卒（見込み含む）21 歳未満の者

◉受付　７月１日（水）～ 10 月８日（木）
◉試験日
　○一次試験　10 月 24 日（土）
　○二次試験　12 月 16 日（水）～ 18 日（金）
　　　　　　　の指定された日

◆防衛医科大学校看護学科学生
◉概要　自衛官たる保健師・看護師を目指す。
◉資格　高卒（見込み含む）21 歳未満の者
◉受付　７月１日（水）～ 10 月２日（金）
◉試験日
　○一次試験　10 月 17 日（土）
　○二次試験　12 月５・６日（土・日）の指定
　　　　　　　された日

　◉問い合わせ
　自衛隊長野地方協力本部　長野地方事務所
　電話　０２６（２３５）６０２６



2026.8

15

きじま平っ子ホット情報

保育園

小学校

中学校

　

中
野
市
・
飯
山
市
・
山
ノ
内
町
・

野
沢
温
泉
村
・
栄
村
・
須
坂
市
・
木

島
平
村
の
保
育
士
の
研
修
会
が
、
お

ひ
さ
ま
保
育
園
で
７
月
16
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
若
者
セ
ン
タ
ー
で
は
、

中
野
市
高
社
保
育
園
の
人
権
レ
ポ
ー

ト
の
発
表
や
、
上
田
短
期
大
学
・
千

葉
直
紀
先
生
（
幼
児
教
育
学
科
准
教

授
）
の
講
演
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
発
し
た
言
葉
だ
け
で
は
な

く
、
発
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
声
を

聴
い
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
も
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。

　

保
育
園
の
内
容
に
好
評
の
声
を
頂

い
た
ほ
か
、
分
か
り
や
す
い
講
演
が

行
わ
れ
る
な
ど
、
実
り
多
い
一
日
と

な
り
ま
し
た
。　

　

６
月
17
日
に
プ
ー
ル
開
き
を
行

い
、
７
月
17
日
ま
で
に
水
泳
学
習
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
・
２
年
生
は
小
プ
ー
ル
で
、
水

に
顔
を
つ
け
る
練
習
や
、
バ
タ
足
な

ど
を
し
、
３
年
生
以
上
は
大
プ
ー
ル

で
、
ク
ロ
ー
ル
や
平
泳
ぎ
を
中
心
に

練
習
を
し
ま
し
た
。

　

７
月
の
中
旬
か
ら
は
暑
い
日
が
続

い
た
の
で
、
水
泳
の
時
間
を
楽
し
み

に
来
る
子
も
多
か
っ
た
で
す
。ま
た
、

７
月
23
日
か
ら
八
丈
島
に
宿
泊
体
験

学
習
に
行
く
５
年
生
は
、
シ
ュ
ノ
ー

ケ
リ
ン
グ
の
練
習
も
し
ま
し
た
。
学

年
ご
と
、
楽
し
く
水
泳
の
授
業
が
で

き
ま
し
た
。

　

７
月
３
日
、
１
年
生
26
名
が
参
加

し
、「
カ
ヤ
の
平
校
外
学
習
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
小
雨
の
な
か
、
生
徒

た
ち
は
軍
手
と
ス
コ
ッ
プ
を
手
に
、

カ
ヤ
の
平
の
ブ
ナ
林
で
苗
木
の
植
樹

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
飯
ご
う
炊
さ
ん
に
挑

戦
。
班
ご
と
に
協
力
し
て
玉
ね
ぎ
や

に
ん
じ
ん
を
切
り
、
火
を
お
こ
し
て

カ
レ
ー
を
作
り
ま
し
た
。
皆
で
作
り

上
げ
た
カ
レ
ー
の
味
は
格
別
だ
っ
た

よ
う
で
す
。
豊
か
な
自
然
に
触
れ
、

仲
間
と
協
力
す
る
大
切
さ
を
学
ぶ
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

  

水
泳
学
習

 

１
年
生
校
外
学
習

保育園、小学校、中学校で、すくすく
と育っている村の子どもたちの授業や
取組み、行事の様子を紹介しています。　　

【子育て支援係　内線１６２】

  

一
般
保
育
士
等

　
　
　
　
　

研
修
会

若者センターの研修の様子

本番は八丈島の海で！

◀植樹を終えて

▶キャンプ気分で
　野外調理
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９
月
１
日
（
火
）
は
「
防
災
の
日
」

で
す
。
防
災
に
つ
い
て
考
え
、
備
え
を

確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◉
身
近
な
備
え
を
知
る
た
め
に

　

お
住
ま
い
の
場
所
に
よ
っ
て
、
危
険

度
が
異
な
り
ま
す
。
予
想
さ
れ
る
危
険

に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
は
市
町
村
の「
防
災
マ
ッ
プ（
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
）」
を
確
認
す
る
と
こ

ろ
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

○
便
利
な
サ
イ
ト

 

・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

※
国
土
交
通
省
運
営

　

の
サ
イ
ト
で
、
市

　

町
村
の
防
災
マ
ッ

　

プ
に
も
リ
ン
ク
し

　

て
い
ま
す
。

◉
身
を
守
る
た
め
の
準
備
を

　

次
の
よ
う
な
備
え
を
し
ま
し
ょ
う
。

 

・
個
人
の
避
難
計
画
の
作
成

 

・
家
具
の
固
定

 

・
非
常
食
や
持
出
品
の
準
備

防
災
へ
の
備
え

　
「

知
っ
て
い
る
」

か
ら
「

で
き
る
」

へ

駐在所だより

木島平村駐在所
☎ 0269(82)4137

田
口
警
部
補

スポーツデイ開催

農林 DE リフレッシュ

地域防災を学ぶ

地
域
の
高
校
「
下
高
井
農
林
高
校
」
の

取
組
み
や
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

　

梅
雨
入
り
前
の
爽
や
か
な
晴
天
の
も

と
、
下
高
井
農
林
高
等
学
校
で
ス
ポ
ー
ツ

デ
イ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

女
子
は
体
育
館
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
男

子
は
村
の
体
育
館
を
借
り
て
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
を
、
本
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
を
、
ク
ラ
ス
対
抗
で
行
い
ま
し
た
。

　

教
職
員
も
熱
中
症
や
け
が
の
防
止
に
十

分
配
慮
し
な
が
ら
、
職
員
チ
ー
ム
と
し
て

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
参
加
し
、
生
徒
と
と
も

に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

１
年
生
は
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
力
を
合
わ

せ
て
最
後
ま
で
競
技
に
挑
み
、
３
年
生
は

こ
れ
ま
で
育
ん
で
き
た
団
結
力
を
発
揮
し

て
優
勝
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

激
戦
の
末
、
今
年
は
３
年
Ａ
組
と
３
年

Ｃ
組
が
同
率
優
勝
し
、
全
力
で
競
い
合
っ

た
一
日
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
木
育
活
動
と
デ
ジ
タ
ル

デ
ト
ッ
ク
ス
の
関
係
を
テ
ー
マ
に
、
環
境

創
造
コ
ー
ス
の
３
年
生
が
企
画
し
た
も
の

で
す
。
小
学
生
に
対
し
、
身
近
な
自
然
の

魅
力
や
、
自
然
環
境
で
遊
ぶ
楽
し
さ
を
体

験
し
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

今
回
は
飯
山
市
内
の
小
学
３
年
生
か
ら

６
年
生
ま
で
の
17
名
が
参
加
し
、「
ウ
ッ

ド
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り
」「
樹
木
探
し
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
」「
ピ
ザ
窯
体
験
」
の
３
つ

の
活
動
を
楽
し
み
ま
し
た
。
は
じ
め
は
緊

張
し
た
様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
一
緒

に
活
動
す
る
う
ち
に
打
ち
解
け
、
笑
顔
あ

ふ
れ
る
交
流
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
全
３
回
の
開
催
を
予
定
し
て

お
り
、
今
回
の
反
省
や
参
加
者
の
声
を
生

か
し
な
が
ら
、
よ
り
充
実
し
た
活
動
へ
と

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

環
境
創
造
コ
ー
ス
２
年
生
が
、
地
域
防

災
と
、
そ
れ
を
支
え
る
建
設
業
へ
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
校
外
研

修
を
実
施
し
ま
し
た
。
内
容
は
砂
防
堰
堤

の
施
工
現
場
見
学
や
作
業
実
習
で
す
。

　

午
前
は
、
上
千
石
に
あ
る
県
内
最
大
級

の
透
過
型
砂
防
堰
堤
と
、
飯
山
市
富
倉
の

副
堰
堤
の
施
工
現
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
講
義
や
模
型
を
用
い
た
説
明

を
通
し
て
、
砂
防
堰
堤
の
役
割
や
効
果
を

学
び
、
品
質
管
理
試
験
の
ほ
か
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
空
気
や
水
分
を
抜
く
作
業
、
建

設
車
両
の
乗
車
・
操
作
も
体
験
し
ま
し
た
。

　

生
徒
か
ら
は
「
将
来
こ
の
よ
う
な
仕
事

に
就
き
た
い
」
と
い
う
声
も
あ
り
、
地
域

を
守
る
建
設
業
へ
の
理
解
を
深
め
る
貴
重

な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ

い
た
皆
さ
ま
へ
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

Shimotakai
  Nourin
　 High
　   School

下
高
井
農
林
高
校 

掲
示
板

国土交通省
ポータルサイト
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地域のできごとに密着！
皆さんのまわりにある情報をお寄せください

【政策情報係 内線１１４】

道の駅ナイトマーケット
夜を照らす露店の明かり

　週末日の７月 10 日、16 時から 20 時にかけて、
ファームス木島平で開催されました。
　暑さも和らぐ夕方に、駐車場を埋め尽くすほど
の来場者がありました。子どもを連れた家族たち
が、グルメやクラフト作品などの出店をそぞろ歩
き、満喫していました。

小学校５年生、八丈島へ
待ちに待った体験学習

　7 月 23 日から 25 日にかけて、小学校５年生 38
名は、毎年交流を行っている八丈島へ、海の宿泊体
験学習に行ってきました。
　木島平とはまったく違った環境で過ごしながら、
豊かな海、特徴的な産業などを見聞した子どもたち
は、自らの世界を広げることができました。

内山の柱松子
夜を焦がす炎の奇祭

　修
しゅ

験
げん

者
じゃ

たちが火を操り、一年を占う奇祭が「柱
松神事」です。これが飯山市小菅から木島平に伝
わり、内山と南鴨で行われています。内山では７
月 11 日に行われました。
　内山では柱松への着火を前に、尾花を持つ子ど
もや、神

み

輿
こし

を担ぐ大人たちがかがり火の際を回り、
会場を大いに盛り上げました。

令和３年４月１日以降に婚姻届を提出された方

万円

・婚姻から 3 年以内に夫婦ともに村に住民登録している
・婚姻し、夫婦ともに村に住民登録してから１年以上居住
  実態があり、かつ将来にわたり村に定住する意思がある

・婚姻時の年齢が夫婦ともに 40 歳以下である　など
【申請期限】要件を満たした日から１年以内

交
付
要
件

詳しくは健康福祉係（内線 124）までお問合せください。

０２
結婚祝金

結婚されたお二人をお祝いします結婚されたお二人をお祝いします

▲学校のプールで練習したシュノーケリングの本番に挑戦



18

８月
村税等の口座振替日は８月 25日㈫です。
前日までに口座残高の確認をお願いします。

ごみの処分量

燃える
ごみ処分量

令和８年７月 令和７年７月 前年同月比

62,820kg 60,880kg 103%

燃えない
ごみ処分量

令和８年７月 令和７年７月 前年同月比

4,060kg 2,620kg 155%

品　目 重　量 単　価 金額（税込）

新　聞 850kg 26.0 円 /kg 24,310 円

雑　誌 2,610kg 16.0 円 /kg 45,936 円

段ボール 850kg 16.0 円 /kg 14,960 円

紙パック 　20kg 6.0 円 /kg 　　132 円

合計 85,338 円

令和８年 7 月古紙の売払金額

有 

料 

広 

告

■８月の納付税目等

 ・村県民税
 ・ 国民健康保険税
 ・ 介護保険料
 ・ 後期高齢者医療保険料
■納期限は　８月 31 日（月）です。

村税の納付をお忘れなく

社協関係の行事は 36ページ
「社協の予定」をご覧ください。

20

木
　

健
康
相
談
・
介
護
相
談　

９
時
～
11
時

　

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会　

15
時
～

21

金　

22

土　

23

日　

24

月　

小
・
中
学
校
二
学
期
始
業
式

25

火　

26

水　

農
業
委
員
会
総
会　

16
時
～

27

木　

議
会
９
月
定
例
会
開
会
日

　

部
落
解
放
・
人
権
政
策
確
立
要
求
中
高
地
区
総
決
起
大
会

28

金　

事
業
所
エ
コ
プ
ラ
ザ　

14
時
～
14
時
30
分

29

土　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
研
修
会
in
木
島
平　

９
時
～

30

日　

休
日
エ
コ
プ
ラ
ザ　

９
時
～
11
時
45
分

31

月　

教
育
委
員
会
定
例
会　

15
時
～

1

火

2

水　

議
会
９
月
定
例
会
一
般
質
問
（
～
３
日
）

　

心
配
ご
と
相
談　

９
時
～
11
時

3

木　

4

金　

第
２
回
社
会
人
権
同
和
教
育
研
修
講
座　

19
時
～

5

土　

村
民
ゴ
ル
フ
大
会

村
税
等
納
期
限

村
税
等
口
座
振
替
日

【税務会計係　内線１１２】
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９月

市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急

木島平村 0 1 31 野沢温泉村 0 0 18 その他 0 0 6

飯山市 0 2 157 栄村 0 0 18 《合計》 0 3 230

件 件 件 件 件件 件件 件７月の出動件数（岳北消防本部）

つなげよう　防火のバトン　火災ゼロ

【8 月 20 日㈭～ 9 月 19 日㈯】

に人
権
か
る
た

　

に
こ
に
こ
と　

み
ん
な
で　

笑
お
う
よ　

受付：13：00 ～ 13：15
場所：保健センター
◉水痘・Ｂ型肝炎・ロタウイルス
　　　　　　　　：8 月 24 日㈪
◉日本脳炎 1期初回 1回目 
　　　　　　　　：9 月３日㈭
◉日本脳炎 1期初回 2 回目・１期追加
　　　　　　　　：9 月17 日㈭

日にち：９月９日㈬
受付：13：00 ～ 13：30
場所：保健センター
対象：令和５年７・８月 生

うまれ

　　   令和６年７・８月生
　　   令和７年１・２・８・９月生
　　   令和８年１・２・４・５月生

日にち：９月10 日㈭
場所：木島平村診療所
受付：11：30 ～
対象：令和８年２月 生

うまれ

　子育て中の保護者同士の交流・ふ
れあいの場として、地域の子育て家庭
に、おひさま保育園プレイルームを開
放します。
　また、ベビー・子ども用品のリユー
スも行っています。
日時：保育園の開所している㈪～㈮
　　   9：00~11：30
場所：おひさま保育園プレイルーム　

予 防 接 種

乳幼児健診

◉８月 25日㈫　10：15 ～
　「かおり先生の食育教室」
　おひさま保育園のメニューなどを
　参考にした離乳食を紹介します。
　離乳食の相談にも応じます。
◉９月３日㈭　9：15 ～
　「幼児安全救命講習」（申込制）
　万一の事故に備えた対応を学び
　ましょう。参加費無料です。
◉９月８日㈫　9：45 ～
　「親子ふれあい遊び（製作）」
　親子で季節の製作を楽しみます。
◉９月15日㈫　9：45 ～
　「歯科衛生士さんのお話を聞こう」
　乳幼児期のお口の健康について
　お話します。

おひさま教室

おひさま広場

BCG 予防接種

6

日

7

月　

8

火　

9

水　

10

木　

11

金　
　

12

土　

13

日　

14

月　

15

火　

議
会
９
月
定
例
会
閉
会
日

16

水　

民
生
児
童
員
協
議
会
定
例
会

17

木　

学
校
運
営
協
議
会　

15
時
～

18

金
　

19

土　

木
島
平
サ
マ
ー
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
大
会
（
～
22
日
）

20

日
　

広
報
配
布
日
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　６月４日、５日に行った一般質問では、８人の議員が質問
しました。
　また、傍聴者は延べ５人でした。「一般質問」は、各議員
の質問や提案等により、執行機関の見解や考え方を明らかに
するもので、大切な「政策論争の場」です。
　なお、次ページからの一般質問の要旨は、質問者自身でま
とめています。
　一般質問の会議録は、各議員のページにあるQRコードからご覧いただけます。

令和８年６月定例会一般質問

No. 282

１　湯
ゆ

本
もと

　直
なお

木
き

① 堆肥センターの長寿命化計画の見直しは
② 第７次総合振興計画の重点プロジェクトの実施状況は
③ 園児の主食持参の見直しのその後は

２　山
やま

本
もと

　隆
たか

樹
き ① 地域公共交通について

② 「住みたい田舎」更なる取組みを

３　丸
まる

山
やま

　邦
くに

久
ひさ

① 観光ビジョンの策定とその後の進捗について
② 渇水対策について
③ 地域おこし協力隊の定住率について
④ 空き家・空き地取得者に対する条例制定について

４　江
え

田
だ

　宏
ひろ

子
こ

① 学校・保育園の給食について
② 高齢者福祉の法改正による影響と村の施策について
③ ファームス木島平の再整備方針について

５　湯
ゆ

本
もと

　行
ゆき

浩
ひろ ① 村におけるハラスメント防止と適正な組織運営について

② 人口減少を見据えた今後の村づくりについて

６　山
やま

﨑
ざき

　栄
えい

喜
き

① 道の駅再整備について
② 集落の集会施設の改修等に対する補助について
③ ごみ袋の記名廃止について
④ 生涯学習の推進について

７　山
やま

浦
うら

　　登
のぼる

① 一般会計予算編成の疑問点を問う
② 中東戦争による物資不足、物価高騰対策について
③ 予備自衛官等兼業特例法について

８　関
せき

　　達
たつ

夫
お

① 憲法公布80年改正は村民の納得する説明が大事
② 生活環境保全のコストはどうあるべきか
③ 奨学金貸付制度は誰の為か
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議会だより　2026.8（No.282）

　
今
年
度
予
算
で
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
長

寿
命
化
計
画
に
総
額
１
億
４
５
８
６
万

円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
の
検

討
委
員
会
を
堆
肥
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
令
和
８

年
９
月
を
目
標
に
進
め
る
と
の
回
答
が

あ
っ
た
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
は
実
施
し
た

の
か
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

　

５
月
下
旬
に
対
象
者
へ
発
送
し
た
。
実

施
時
期
が
遅
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
お
詫

び
申
し
上
げ
る
。

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

７
月
中
に
は
取
り
ま
と
め
た
い
。

　
結
果
に
つ
い
て
の
公
表
は
。

　

公
表
に
つ
い
て
は
現
段
階
で
は
予
定
し

て
い
な
い
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
議
会

の
皆
様
と
は
情
報
を
共
有
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質　
問

産
業
課
長

再
質
問

産
業
課
長

再
々
質
問

産
業
課
長

　
令
和
10
年
度
を
目
標
に
、
堆
肥
セ
ン

タ
ー
の
次
の
計
画
に
つ
い
て
村
の
考
え

方
を
示
し
た
い
と
の
事
だ
が
、
次
の
方

向
を
決
め
る
の
に
２
年
も
必
要
な
の
か
。

　

新
し
い
施
設
に
つ
い
て
は
、
用
地
の
選

定
、
処
理
方
法
の
選
定
、
概
算
事
業
費
の

把
握
、
補
助
金
等
の
財
源
確
保
な
ど
、
多

く
の
検
討
事
項
が
あ
る
こ
と
と
、
地
域
と

の
合
意
形
成
が
大
前
提
に
な
る
の
で
、
令

和
10
年
度
を
目
途
に
整
備
方
針
を
示
す
こ

と
と
し
て
い
る
。

　
今
回
の
計
画
へ
の
取
組
み
と
し
て
、

特
に
力
を
入
れ
て
分
野
横
断
的
に
取
り

組
む
４
つ
の
テ
ー
マ
を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
設
定
し
、
重
点
的
に
推
進

す
る
よ
う
に
計
画
が
さ
れ
て
い
る
が
、

村
長
の
現
段
階
で
の
体
感
と
評
価
は
。

　

第
７
次
の
総
合
振
興
計
画
に
掲
げ
る
基

本
目
標
「
多
様
な
産
業
を
活
か
す
、
活
力

を
生
み
出
す
」
に
つ
い
て
の
質
問
だ
が
、

村　
長

村　
長

農
業
、
観
光
、
商
工
業
の
本
村
の
基
幹
産

業
を
相
互
に
連
携
さ
せ
な
が
ら
、
地
域
経

済
の
活
性
化
と
持
続
可
能
な
村
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

村
は
人
口
減
少
や
担
い
手
不
足
、
物
価

高
騰
な
ど
厳
し
い
課
題
が
あ
る
一
方
で
、

本
村
の
自
然
環
境
や
農
産
物
、
観
光
資
源

に
対
す
る
評
価
や
期
待
は
高
く
、
地
域
資

源
を
生
か
し
た
取
組
み
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
12
月
議
会
で
年
度
末
ま
で
に
は
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
が
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
実
施
し

た
の
か
。

　

保
護
者
に
対
し
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

３
月
に
実
施
し
て
い
る
。
対
象
者
は
95

人
、
回
答
率
は
69
・
５
％
。

　
「
主
食
持
参
に
負
担
を
感
じ
て
い
る
」

が
45
・
５
％
、「
負
担
に
感
じ
て
い
な
い
」

が
40
・
９
％
、「
有
料
に
な
る
と
希
望
し

な
い
」
が
75
・
８
％
と
な
っ
た
。

　

主
食
費
の
試
算
は
無
償
提
供
し
た
場

合
、
園
児
一
人
当
た
り
年
間
の
費
用
が
約

質　
問

村　
長

１
万
４
千
円
と
見
込
ん
で
い
る
。
総
額
で

80
万
円
ほ
ど
に
な
る
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
か
ら
、
無
償
で
の
主
食
提
供
を
希

望
す
る
割
合
が
多
い
こ
と
、
保
護
者
の
負

担
軽
減
、
持
参
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
食
中

毒
な
ど
の
衛
生
面
や
食
育
な
ど
の
観
点
か

ら
、
来
年
度
、
無
償
で
の
主
食
提
供
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

来
年
度
か
ら
実
施
を
し
て
い
く
方
向
で

話
が
進
ん
で
い
る
よ
う
だ
が
、
保
育
園
の

受
け
入
れ
対
応
を
充
実
さ
せ
る
と
い
う
こ

と
で
、
村
が
常
々
推
し
進
め
て
い
る
木
島

平
型
教
育
の
ス
タ
ー
ト
の
地
点
で
の
優
位

性
を
図
り
、
ひ
い
て
は
村
へ
の
移
住
定
住

政
策
の
促
進
の
一
環
に
な
る
、
そ
こ
に
つ

な
が
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

併
せ
て
、
近
年
園
児
の
人
数
が
激
減
し

て
い
る
中
で
、
職
員
の
適
正
配
置
に
つ
い

て
も
議
論
が
あ
る
。

　

あ
る
意
味
、
雇
用
の
場
の
確
保
に
つ
な

が
る
も
の
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
前
向
き
に
実
施
を
す
る
と
い
う

こ
と
な
の
で
、
ぜ
ひ
実
施
を
し
て
効
果
を

得
て
い
た
だ
き
た
い
。

最
後
に

第
７
次
総
合
振
興
計
画
の

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
状
況
は

堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
長
寿
命
化
の

見
直
し
は
し
な
い
の
か

質　
問

質　
問

園
児
の
主
食
持
参
の
見
直
し
と
そ
の
後
は

一般質問会議録

敷
か
れ
た
レ
ー
ル
の
上
だ
け
を
進
む
の
で
は
な
く

　
臨
機
応
変
に
柔
軟
な
対
応
を

湯
本
　
直
木 

議
員
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木
島
平
村
の
地
域
公
共
交
通
で
あ
る

デ
マ
ン
ド
交
通
「
ふ
う
太
号
」
及
び

シ
ャ
ト
ル
便
の
現
状
と
課
題
は
。

　

村
の
公
共
交
通
と
し
て
認
知
度
も
上

が
り
、
令
和
７
年
度
の
デ
マ
ン
ド
交
通

の
利
用
者
は
５
２
６
３
人
で
、
前
年
対
比

１
１
０
％
、
シ
ャ
ト
ル
便
の
利
用
者
は

５
４
７
２
人
で
前
年
対
比
１
２
２
％
と

年
々
増
加
し
て
い
る
。

　

課
題
と
し
て
、
物
価
上
昇
に
伴
う
人
件

費
や
燃
料
等
の
高
騰
も
あ
り
、
委
託
料
が

増
加
し
て
い
る
。

　

運
行
本
数
の
適
正
化
や
運
営
効
率
の
向

上
に
よ
る
コ
ス
ト
の
圧
縮
等
の
検
討
と
そ

の
他
、
多
様
な
交
通
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い

く
こ
と
が
課
題
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
飯
山
市
で
は
、
地
域
住
民
及
び
観
光

客
の
移
動
手
段
の
確
保
と
利
便
性
向
上

を
目
的
と
し
た
「
い
い
や
ま
相
乗
り
タ

ク
シ
ー
」
の
実
証
実
験
を
実
施
し
、
令

和
８
年
10
月
か
ら
の
本
格
運
行
が
決
定
。

　
運
行
地
域
と
し
て
飯
山
市
、
野
沢
温

泉
村
、
木
島
平
村
に
設
定
す
る
こ
と
と

質　
問

建
設
課
長

質　
問

な
る
。

　
「
い
い
や
ま
相
乗
り
タ
ク
シ
ー
」
の

概
要
、
ま
た
木
島
平
村
デ
マ
ン
ド
交
通

「
ふ
う
太
号
」
と
の
兼
ね
合
い
は
。

　

飯
山
市
は
、
高
齢
者
等
交
通
弱
者
の
移

動
の
自
由
確
保
と
経
済
負
担
軽
減
、
観
光

二
次
交
通
、
交
通
空
白
地
に
お
け
る
効
率

的
な
運
行
等
を
目
的
に
「
い
い
や
ま
相
乗

り
タ
ク
シ
ー
事
業
」
を
実
施
す
る
。

　

一
般
市
民
の
利
用
者
は
、
相
乗
り
が
発

生
す
る
と
人
数
や
距
離
な
ど
条
件
に
よ
る

が
20
％
か
ら
30
％
の
割
引
に
な
る
た
め
、

交
通
費
の
軽
減
に
つ
な
が
る
。

　

ま
た
、
実
施
エ
リ
ア
と
し
て
木
島
平
村

の
７
か
所
（
木
島
平
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
木
島

平
診
療
所
、
農
林
高
校
、
道
の
駅
フ
ァ
ー

ム
ス
木
島
平
、
木
島
平
観
光
交
流
セ
ン

タ
ー
、T

he 

き
じ
ま
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
、
ス

ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
ロ
マ
ン
ス
の
神
様
）
が
目

的
地
と
な
っ
て
い
る
。

　

木
島
平
村
の
方
が
利
用
す
る
場
合
に

は
、
目
的
地
か
ら
、
設
定
さ
れ
て
い
る
目

的
地
ま
で
は
利
用
で
き
る
。

　
「
い
い
や
ま
相
乗
り
タ
ク
シ
ー
」
は
あ

く
ま
で
も
タ
ク
シ
ー
で
あ
り
、
村
の
デ
マ

ン
ド
交
通
と
の
兼
ね
合
い
は
な
い
。

建
設
課
長

　
村
の
持
続
可
能
な
公
共
交
通
の
進
め

方
は
。

　

既
存
交
通
の
デ
マ
ン
ド
交
通
、
シ
ャ
ト

ル
便
等
の
利
用
が
増
加
し
て
い
る
部
分
の

検
証
を
行
い
、
近
隣
市
町
村
と
の
連
携
や

新
た
な
移
動
手
段
で
あ
る
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

や
相
乗
り
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
、
村
の
公

共
交
通
会
議
で
、
関
係
団
体
と
引
き
続
き

協
議
の
検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
。

　
宝
島
社
発
行
の
雑
誌
「
田
舎
暮
ら
し

の
本
」
の
中
の
住
み
た
い
田
舎
ベ
ス
ト

ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
木
島
平
村
は
常
に
村

の
部
門
と
し
て
上
位
に
ラ
ン
ク
し
続
け

て
い
る
。

　
受
入
れ
側
の
対
応
と
し
て
耕
作
放
棄

地
を
活
用
し
た
田
畑
の
オ
ー
ナ
ー
制
度

の
取
組
み
は
で
き
な
い
か
。

　

畑
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
管
理
面
で
難

し
い
。
農
業
体
験
や
農
村
交
流
へ
の
関
心

は
高
ま
っ
て
お
り
、
既
存
の
水
田
オ
ー

ナ
ー
制
度
の
拡
充
な
ど
、
本
村
の
実
情
に

合
っ
た
形
で
関
係
人
口
の
拡
大
に
つ
な
が

質　
問

建
設
課
長

質　
問

産
業
課
長

る
制
度
の
拡
充
な
ど
、
本
村
の
実
情
に

合
っ
た
形
で
関
係
人
口
の
拡
大
に
つ
な
が

る
取
組
み
を
研
究
し
て
い
く
。

　
更
な
る
連
携
協
定
締
結
大
学
と
の
交

流
を
。

　

大
学
と
の
連
携
協
定
に
よ
る
自
治
体
側

の
メ
リ
ッ
ト
は
、
大
学
が
持
つ
知
識
や
専

門
性
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
学

側
は
最
新
の
研
究
成
果
を
持
っ
て
お
り
、

特
定
の
分
野
に
お
け
る
知
識
が
豊
富
。
こ

れ
ら
を
自
治
体
が
活
用
す
る
こ
と
で
、
地

域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
新
た
な
視
点
や

解
決
に
向
け
た
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
。
よ
り
効
果
的
な
政
策
立
案
や
施
策

の
実
施
が
可
能
に
な
る
。

　

今
後
と
も
、

大
学
と
の
連
携

に
よ
り
、
地
域

の
子
ど
も
た
ち

の
教
育
面
や
地

域
と
の
連
携
、

継
続
的
な
交

流
、
活
性
化
に

つ
な
げ
て
い
く

よ
う
進
め
て
行

き
た
い
。

質　
問

村　
長

一般質問会議録

地
域
公
共
交
通
は
地
方
創
生
の
基
盤「

住
み
た
い
田
舎
」
更
な
る
取
組
み
を

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

山
本
　
隆
樹 

議
員

村が連携協定を結んでいる大学
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村
は
、
令
和
８
年
２
月
に
観
光
ビ

ジ
ョ
ン
「
暮
ら
し
ま
る
ご
と
、
う
ま
い

村
。
木
島
平
」
を
策
定
し
た
。

　
そ
の
後
、
今
日
ま
で
動
き
が
見
え
な

い
。
２
月
か
ら
今
ま
で
の
行
政
の
取
組

み
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
し
て

ほ
し
い
。

　

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
３
月
10
日
に
議
会

に
説
明
し
、
３
月
23
日
ま
で
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
た
。

　

現
在
は
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
具
体

的
な
行
動
計
画
（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）

の
策
定
を
９
月
末
を
目
標
に
進
め
て
い
る
。

　

村
民
に
対
す
る
周
知
を
行
っ
て
こ
な

か
っ
た
。
お
詫
び
し
、
今
後
ふ
う
太
ネ
ッ

ト
等
を
活
用
し
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
「
鉄
は
熱
い
う
ち
に
打
て
」
と
い
う
。

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
か
ら
８
か
月
で
は
時
間

が
か
か
り
過
ぎ
で
は
な
い
か
。

　

ご
指
摘
を
踏
ま
え
、
前
倒
し
を
で
き
る

よ
う
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

質　
問

産
業
課
長

質　
問

産
業
課
長

　
今
年
は
降
雪
量
が
少
な
く
、
今
後
の

降
雨
量
に
よ
っ
て
は
水
不
足
に
な
る
可

能
性
が
高
い
。

　
昨
年
の
９
月
議
会
で
も
取
り
上
げ
た

が
、
こ
の
９
か
月
間
に
ど
の
よ
う
な
検

討
を
し
た
か
説
明
を
求
め
る
。

　

特
に
渇
水
が
懸
念
さ
れ
る
下
中
村
地
区

と
大
塚
沖
地
区
を
対
象
に
検
討
を
進
め
て

き
た
。
そ
の
結
果
、
既
存
排
水
路
か
ら
用

水
を
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
す
る
方
法
が
最
も
現

実
的
か
つ
効
果
的
で
あ
る
と
の
結
論
に

至
っ
て
い
る
。

　

下
中
村
地
区
の
関
係
者
へ
検
討
結
果
を

説
明
し
、
理
解
を
い
た
だ
い
た
。

　

大
塚
沖
地
区
は
、
国
の
「
水み

土ど

里り

ビ

ジ
ョ
ン
」
を
活
用
し
、
施
設
維
持
管
理
計

画
を
策
定
す
る
中
で
揚
水
ポ
ン
プ
の
機
能

強
化
や
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
複
線
化
を
検
討

し
て
い
く
よ
う
働
き
か
け
て
い
る
。

　
農
業
者
は
毎
年
渇
水
を
心
配
し
て
い

る
。
い
つ
ま
で
に
実
現
す
る
と
い
う
目

途
は
あ
る
か
。

村　
長

質　
問

　

下
中
村
地
区
は
、
受
益
者
の
合
意
形
成

が
で
き
次
第
、
事
業
化
に
向
け
た
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
。

　

大
塚
沖
地
区
は
水
土
里
ビ
ジ
ョ
ン
の
計

画
策
定
期
間
が
令
和
９
年
度
ま
で
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
２
年
間
で
計
画
を
練
っ

て
、
事
業
化
に
向
け
た
検
討
に
入
り
た
い
。

　
本
村
で
も
空
き
地
や
空
き
家
を
取
得

産
業
課
長

質　
問

す
る
外
国
人
が
増
え
て
い
る
。

　
国
の
制
度
の
違
い
・
文
化
の
違
い
・

習
慣
の
違
い
に
よ
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
に
発

展
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
聞
い
て

い
る
。

　
権
利
と
義
務
を
明
確
に
し
て
ル
ー
ル

化
す
る
、
所
有
者
管
理
条
例
を
作
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
村
に
そ
の
よ
う
な
考
え
は
あ
る
か
。

　

相
互
理
解
の
上
、
こ
の
地
域
の
ル
ー
ル

を
守
っ
て
も
ら
う
仕
組
み
づ
く
り
は
、
非

常
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

現
在
は
条
例
を
制
定
す
る
の
で
は
な

く
、
今
あ
る
仕
組
み
に
い
か
に
し
て
実
効

性
を
持
た
せ
る
こ
と
が
最
優
先
課
題
だ
と

考
え
て
い
る
。

　
ル
ー
ル
と
い
う
の
は
先
に
作
っ
て
お

く
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
村
長
の
考
え

は
ど
う
か
。

　

全
て
を
網
羅
し
た
条
例
の
制
定
は
難
し

い
。

産
業
企
画
室
長

質　
問

村　
長

一般質問会議録

条
例
は
、
法
律
の
規
定
に
な
い
事
項
を
補
う
た
め
の

　
地
方
自
治
体
が
定
め
る
ル
ー
ル
で
す
。

丸
山
　
邦
久 

議
員

渇
水
対
策
の
今
後
は

質　
問

こ
の
ほ
か

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
定
住
率
の
低

さ
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
と

そ
の
後
の
進
捗
に
つ
い
て

質　
問

子孫にこの景色を伝えるために、
水の確保は必須条件です。

空
き
家
・
空
き
地
取
得
者
に
対
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て
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①�

地
元
農
産
物
の
供
給
体
制
と
出
荷
者

の
拡
大
は
。

②�

保
育
園
給
食
で
の
地
元
農
産
物
の
活

用
と
供
給
体
制
は
。

③�

国
・
県
か
ら
の
交
付
金
に
よ
る
無
償

化
と
物
価
高
騰
下
で
の
村
独
自
の
支

援
や
取
組
み
は
。

④�

食
の
安
全
へ
の
考
え
方
は
。

①�

農
業
振
興
公
社
と
の
連
携
で
、
集
落
支

援
員
に
よ
る
集
荷
体
制
を
整
備
。

　

地
元
農
産
物
の
利
用
拡
大
を
進
め
る
。

①�

高
齢
化
に
よ
る
出
荷
者
の
減
少
は
深
刻

な
課
題
。
栄
養
教
諭
や
振
興
公
社
と
相

談
し
、
対
応
を
研
究
し
た
い
。

②�

米
は
全
量
地
元
産
、
き
の
こ
や
季
節
の

野
菜
等
を
活
用
。
生
産
者
が
直
接
搬
入

し
て
い
る
。「
給
食
応
援
隊
」
の
よ
う

な
取
組
み
も
研
究
し
た
い
。

③�

今
後
も
物
価
高
騰
分
を
保
護
者
負
担
に

求
め
ず
、
給
食
の
質
を
低
下
さ
せ
な
い

支
援
の
継
続
が
重
要
と
考
え
る
。

④�

村
内
・
県
内
・
国
内
産
を
優
先
し
、
安

全
基
準
を
満
た
し
た
食
材
を
使
用
。
加

質　
問

産
業
課
長

子
育
て
支
援
課
長

工
食
品
も
国
産
を
優
先
・
無
添
加
を
指

定
。
子
ど
も
の
健
康
を
守
る
た
め
、
食

品
の
安
全
性
は
極
め
て
重
要
と
認
識
。

①�

介
護
制
度
の
見
直
し
に
よ
る
影
響

と
、「
介
護
人
材
の
確
保
」
等
、
現
状

の
認
識
と
見
通
し
は
。

②�
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
身
寄
り
の
な

い
方
へ
の
支
援
や
、
地
域
で
の
支
え

合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
は
。

質　
問

①�

法
改
正
は
、
今
後
の
状
況
を
注
視
し
、

情
報
収
集
と
課
題
整
理
を
進
め
る
。

　

�

介
護
人
材
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
。

　

�

国
・
県
の
情
報
収
集
に
努
め
、
課
題
解

決
に
向
け
た
対
策
に
取
り
組
む
。

②�

見
守
り
や
買
い
物
・
移
動
支
援
な
ど
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
対
応
し
て
い
く
。

　

�

交
通
や
住
ま
い
な
ど
、
関
係
部
署
と
の

連
携
で
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
。

　

�

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
活
用
で
、
高
齢
者

の
社
会
参
加
や
活
躍
で
き
る
機
会
づ
く

り
を
支
援
し
て
い
く
。

①�

今
後
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
う
施

設
と
し
て
整
備
し
て
い
く
か
。

②�
収
支
だ
け
で
は
量
れ
な
い
役
割
も
あ

る
。「
経
済
効
果
」
や
「
地
域
へ
の
波

及
効
果
」
な
ど
、
現
在
の
評
価
と
今

後
の
見
込
み
は
。

③�

現
在
の
再
整
備
方
針
で
、
フ
ァ
ー
ム

ス
に
期
待
さ
れ
る
「
地
域
経
済
循
環
」

「
関
係
人
口
創
出
」「
地
域
の
に
ぎ
わ

民
生
課
長

質　
問

い
」「
村
民
の
居
場
所
」
な
ど
の
機
能

を
十
分
達
成
で
き
る
と
考
え
て
い
る
か
。

④�

「
地
域
づ
く
り
」
や
「
皆
で
育
て
る
道

の
駅
」
と
い
う
視
点
で
、
村
民
参
加

型
の
構
想
づ
く
り
を
進
め
る
考
え
は
。

①�

農
業
振
興
や
地
域
交
流
の
拠
点
と
し

て
、
ま
た
、
木
島
平
ブ
ラ
ン
ド
の

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
機
能
と
し
て
、
役
割
や

位
置
づ
け
を
明
確
に
し
た
い
。

②�

農
産
物
販
売
や
飲
食
を
通
じ
た
販
路
確

保
や
所
得
向
上
、
村
外
者
の
来
訪
機
会

の
増
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い
創
出
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。
今
後
は
、
現
在
進
め
て

い
る
ブ
ラ
ン
ド
再
構
築
の
中
で
、
よ
り

検
討
を
進
め
た
い
。

③�

達
成
す
る
に
は
施
設
を
整
備
す
る
だ
け

で
な
く
、
運
営
方
法
や
地
域
と
の
連
携

が
重
要
。
財
源
や
既
存
施
設
の
活
用
な

ど
将
来
的
な
観
点
か
ら
整
備
し
て
い
く

こ
と
を
検
討
し
た
い
。

④�

地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
施
設
と
す
る
た

め
、事
業
者
や
利
用
者
、地
域
住
民
な
ど

幅
広
い
意
見
を
取
り
入
れ
て
い
く
。
現

在
進
め
て
い
る
ブ
ラ
ン
ド
再
構
築
事
業

の
中
で
、村
民
の
皆
さ
ん
に
幅
広
く
意

見
を
い
た
だ
く
場
を
設
け
て
い
き
た
い
。

村　
長

産
業
企
画
室
長

村　
長

一般質問会議録

未
来
を
見
据
え

　
誰
も
が
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
を

地
元
食
材
と
村
の
独
自
支
援
で

安
全
で
満
足
感
の
あ
る
給
食
の
継
続
を

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
し

活
躍
で
き
る
地
域
に

フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
は

地
域
の
未
来
を
育
む
拠
点
に

江
田
　
宏
子 

議
員

移動支援に欠かせないデマンドバス
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職
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
は
、
個
人
の
尊
厳
や

安
心
し
て
働
け
る
環
境
だ
け
で
な
く
、

組
織
へ
の
信
頼
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質

に
も
関
わ
る
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　
村
職
員
に
対
す
る
防
止
体
制
や
相
談

体
制
、
研
修
の
実
施
状
況
、
相
談
事
例

へ
の
対
応
、
今
後
の
課
題
や
体
制
整
備

に
つ
い
て
。

　
ま
た
、
委
託
先
や
指
定
管
理
者
な
ど

村
と
関
わ
る
事
業
者
へ
の
対
応
や
、
地

域
全
体
へ
の
意
識
啓
発
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

　

村
で
は
令
和
３
年
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
要
綱
を
制
定
し
、
相
談
窓
口
の
設
置
や

職
員
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
近
年
は
外

部
講
師
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
・
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
を
毎
年
ま
た
は
隔
年
で

行
い
、
相
談
窓
口
は
総
務
課
総
務
係
が
担

当
し
て
い
る
。

　

こ
こ
数
年
の
相
談
件
数
は
数
件
で
、
双

方
へ
の
面
談
な
ど
適
切
に
対
応
し
、
そ
の

後
の
再
発
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

　

職
員
へ
の
理
解
は
継
続
的
な
研
修
や
人

質　
問

総
務
課
長

事
評
価
制
度
に
お
け
る
上
司
と
の
面
談
を

通
じ
て
深
め
、
管
理
職
は
日
頃
か
ら
職
員

の
体
調
や
変
化
に
気
を
配
り
、
相
談
し
や

す
い
職
場
づ
く
り
を
求
め
て
い
る
。

　

今
後
は
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
へ

の
対
応
が
課
題
で
あ
り
、
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
整
備
や
相
談
体
制
の
充
実
を
進
め

る
。
委
託
先
や
指
定
管
理
者
に
つ
い
て
は

各
組
織
で
の
対
応
を
基
本
と
し
て
い
る
。

　

村
民
に
対
し
て
は
広
報
な
ど
を
通
じ
て

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
の
啓
発
を
進
め
て
い
く
。

　

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
、
人
口
増
加
だ
け
で
な
く
人
口
減
少

を
前
提
と
し
た
持
続
可
能
な
村
づ
く
り

が
重
要
で
あ
る
。

　
人
口
の
見
通
し
や
地
域
へ
の
影
響
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
や
集
落
維
持
、
除
雪
体

制
、
空
き
家
・
移
住
定
住
対
策
、
農

業
・
観
光
振
興
な
ど
今
後
の
方
向
性
は
。

　

人
口
は
推
計
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
減
少

し
て
お
り
、
少
子
化
対
策
を
最
重
要
課
題

と
し
て
取
り
組
む
一
方
、
人
口
減
少
が
そ

の
ま
ま
村
の
衰
退
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う

質　
問

村　
長

施
策
を
進
め
る
。

　

人
口
減
少
に
よ
り
、
地
域
行
事
や
集
落

活
動
の
維
持
、
担
い
手
不
足
、
上
下
水
道

や
保
険
制
度
の
維
持
な
ど
が
課
題
に
な
る

と
認
識
し
て
お
り
、
人
口
規
模
に
見
合
っ

た
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
業
務
の
効
率
化
を
進

め
な
が
ら
、
生
活
の
質
の
向
上
に
つ
な
が

る
施
策
を
重
視
す
る
。

　

農
業
で
は
新
規
就
農
者
支
援
や
ス
マ
ー

ト
農
業
、
ブ
ラ
ン
ド
化
や
販
路
拡
大
、
農

業
体
験
に
よ
る
交
流
人
口
・
関
係
人
口
の

創
出
を
進
め
る
。

　

観
光
で
は
自
然
や
農
村
景
観
、
ス
キ
ー

場
な
ど
の
地
域
資
源
を
生
か
し
た
体
験
型

観
光
や
グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
の
誘
客
、
情

報
発
信
の
強
化
に
取
り
組
み
、
地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
る
。

　

集
落
ご
と
に
状
況
が
異
な
る
こ
と
か

ら
、
今
年
度
実
態
調
査
を
実
施
し
、
地
域

ご
と
の
課
題
を
把
握
し
た
う
え
で
、
住
民

と
と
も
に
実
情
に
応
じ
た
支
援
策
を
検
討

し
て
い
く
。

　

除
雪
は
20
人
体
制
で
実
施
し
て
お
り
、

新
規
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
育
成
や
除
雪
機
械

の
計
画
的
な
更
新
を
進
め
て
い
る
。

　

高
齢
者
世
帯
へ
の
支
援
や
地
域
で
支
え

合
う
組
織
づ
く
り
の
検
討
を
進
め
る
と
と

総
務
課
長

建
設
課
長

も
に
、
将
来
的
に
は
官
民
連
携
や
広
域
連

携
も
視
野
に
、
現
在
の
除
雪
水
準
の
維
持

に
努
め
る
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
や
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口

の
設
置
に
よ
り
、
こ
の
２
年
間
で
28
世
帯

49
人
が
移
住
し
た
一
方
、
空
き
家
登
録
や

賃
貸
住
宅
不
足
が
課
題
で
あ
る
。

　

移
住
前
後
の
生
活
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
減
ら

し
、
地
域
と
移
住
者
が
互
い
に
理
解
し
な

が
ら
定
住
で
き
る
よ
う
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
機
能
を
強
化
し
て
い
く
。

　

今
後
は
、
村
の
暮
ら
し
や
農
村
景
観
な

ど
地
域
資
源
を
生
か
し
た
誘
客
と
関
係
人

口
の
創
出
に
努
め
る
。

産
業
企
画
室
長

産
業
課
長

一般質問会議録

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
村
を
目
指
し
て

村
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
と

適
正
な
組
織
運
営

湯
本
　
行
浩 

議
員

安心して暮らし続けられる村に

人
口
減
少
を
見
据
え
た

今
後
の
村
づ
く
り
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道
の
駅
の
現
状
と
今
後
の
方
向
性
は
。

　

現
施
設
の
一
部
を
解
体
す
る
と
と
も

に
、
残
さ
れ
た
施
設
の
一
部
を
機
能
転
換

し
て
、
小
規
模
な
施
設
整
備
を
行
っ
た
上

で
、
今
後
の
事
情
に
合
わ
せ
て
段
階
的
に

整
備
す
る
。

　
木
島
平
村
の
米
や
野
菜
な
ど
を
使
用

し
た
加
工
施
設
を
併
設
す
る
方
が
、
道

の
駅
の
魅
力
ア
ッ
プ
、
雇
用
の
創
出
、

特
産
品
の
開
発
が
図
ら
れ
る
。

　
指
定
管
理
者
か
ら
売
り
上
げ
に
応
じ

た
納
付
金
を
徴
収
す
る
こ
と
と
し
、
民

間
事
業
者
か
ら
広
く
意
見
提
案
を
求

め
、
市
場
性
の
有
無
や
ア
イ
デ
ィ
ア
等

を
把
握
す
る
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
、

複
数
の
候
補
者
か
ら
具
体
的
な
企
画
や

提
案
を
募
り
、
最
も
優
れ
た
提
案
者
を

採
用
す
る
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
運
営
事
業

者
を
募
集
で
き
な
い
か
。

質　
問

村　
長

質　
問

　

設
備
投
資
や
衛
生
管
理
、
人
材
確
保
、

採
算
性
な
ど
の
課
題
も
伴
う
た
め
、
施
設

整
備
の
必
要
性
や
運
営
主
体
、
事
業
採
算

性
、
継
続
性
な
ど
を
十
分
に
見
極
め
る
必

要
が
あ
る
。
今
後
、
ブ
ラ
ン
ド
再
構
築
事

業
の
中
で
、
道
の
駅
に
段
階
的
に
取
り
込

む
機
能
に
加
え
る
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
飯
山
市
で
は
、
各
区
が
行
う
集
会
施

設
の
屋
根
・
外
壁
等
の
修
繕
、
照
明
器

具
等
の
改
修
、
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
、
冷
暖
房

村　
長

質　
問

設
備
等
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。

本
村
で
も
、
補
助
制
度
の
創
設
を
。

　

各
区
か
ら
要
望
が
多
く
あ
れ
ば
検
討
す

る
。

　
個
人
情
報
保
護
の
た
め
、
廃
止
で
き

な
い
か
。

　

５
年
前
の
調
査
で
記
名
を
求
め
て
い
な

い
の
は
県
内
８
市
町
村
。
今
後
、
住
民
の

意
見
を
踏
ま
え
、
適
正
排
出
の
確
保
や
ゴ

ミ
の
減
量
の
推
進
効
果
と
氏
名
以
外
の
代

替
案
を
含
め
て
検
討
す
る
。

　
村
は
、
生
涯
学
習
計
画
を
策
定
し
、

一
人
一
花
、
一
人
一
役
、
一
人
一
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
一
人
一
ス
ポ
ー
ツ
、
一

人
一
趣
味
と
い
う
５
つ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
の
も
と
に
生
涯
学
習
を
推
進
し

て
き
た
。

　
生
涯
学
習
計
画
を
策
定
し
て
か
ら
25

建
設
課
長

質　
問

建
設
課
長

質　
問

年
ほ
ど
経
ち
、
世
の
中
も
大
き
く
変
化

し
て
い
る
が
、
計
画
の
見
直
し
を
行
っ

て
い
る
か
。

　

平
成
29
年
４
月
に
木
島
平
村
教
育
大
綱

を
策
定
し
、
こ
の
中
に
生
涯
学
習
に
関
す

る
計
画
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
教
育
振
興
計
画
の
施
策
の
展
開

に
務
め
る
と
と
も
に
、
新
た
な
時
代
に
対

応
し
た
学
習
機
会
の
提
供
な
ど
、
活
力
あ

る
村
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　
近
年
、
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
な
ど
へ
の

参
加
者
が
減
少
し
て
い
る
。
行
政
で
も

何
か
対
策
を
。

①�

体
験
と
交
流
の
場
の
創
出
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
関
心
の
な
か
っ
た
層
や
定
年
退

職
を
迎
え
た
シ
ニ
ア
層
、
子
育
て
世
代

や
移
住
者
な
ど
が
、
気
軽
に
活
動
に
触

れ
ら
れ
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
る
イ

ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
る
。

②�

世
代
間
交
流
と
村
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
開
催
す
る
。
小
学
校
の
ふ

れ
あ
い
体
験
活
動
で
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
、
和
紙
作
り
、大
工
体
験
な
ど
を
行
う
。

生
涯
学
習
課
長

質　
問

生
涯
学
習
課
長

一般質問会議録

村
民
に
寄
り
添
っ
た
村
政
の
展
開
を
！

山
﨑
　
栄
喜 

議
員

集
落
の
集
会
施
設
改
修
に
補
助
を

ゴ
ミ
袋
記
名
廃
止
を

生
涯
学
習
の
推
進
を

道の駅ファームス木島平の全景

ど
う
な
る
、

道
の
駅
フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
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中
東
情
勢
の
影
響
に
よ
る
村
民
の
苦

し
い
実
情
を
把
握
し
て
い
る
か
。

　

特
に
価
格
の
調
査
等
し
た
わ
け
で
は
な

い
が
、
物
流
コ
ス
ト
や
生
活
用
品
、
食
料

品
へ
の
価
格
転
嫁
に
よ
り
、
生
活
に
大
き

く
影
響
し
て
い
る
。
村
民
応
援
券
と
い
う

こ
と
で
対
策
を
行
っ
て
い
る
最
中
で
あ
る

の
で
、
そ
の
後
の
対
策
は
、
国
の
重
点
交

付
金
等
を
併
せ
て
考
え
て
い
く
。

　
国
や
県
に
関
連
の
対
策
を
求
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

　

昨
年
度
か
ら
物
価
対
策
と
し
て
、
物
価

高
騰
対
応
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
交

付
し
て
生
活
の
支
援
を
し
て
い
る
。
今
、

国
会
で
は
令
和
８
年
度
の
補
正
予
算
に
よ

る
ガ
ソ
リ
ン
や
電
気
代
の
補
助
が
柱
の

自
由
度
の
高
い
物
価
高
騰
対
応
重
点
地
域

支
援
地
方
臨
時
交
付
金
が
審
議
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
ら
を
財
源
と
し
て
村
民
生
活
支

援
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質　
問

質　
問

村　
長

　
今
回
の
物
価
高
騰
が
従
来
と
異
な
る

点
は
、
単
に
物
の
値
段
が
高
い
と
い
う

こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
資
材
が
不
足
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
よ
り
深
刻
で

あ
る
。
財
政
調
整
基
金
等
で
村
民
支
援

が
で
き
な
い
か
。

　

村
民
応
援
券
と
い
う
こ
と
で
対
策
を

行
っ
て
い
る
最
中
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の

対
策
に
つ
い
て
は
国
の
重
点
交
付
金
等
を

併
せ
て
考
え
て
い
き
た
い
。

質　
問

村　
長

　
政
府
が
国
会
へ
提
出
し
た
「
予
備
自
衛

官
等
兼
業
特
例
法
」
が
衆
議
院
安
全
保

障
委
員
会
で
審
議
さ
れ
、
可
決
さ
れ
た
。

　
こ
の
法
案
の
問
題
点
は
、
訓
練
の
た

め
に
必
要
な
任
命
権
者
の
許
可
が
１
回

だ
け
で
済
む
。
訓
練
期
間
中
の
職
員

の
職
務
専
念
義
務
が
免
除
さ
れ
る
。
年

５
日
ま
た
は
30
日
の
訓
練
で
有
事
や
災

害
で
招
集
さ
れ
、
後
方
支
援
や
警
備
も

行
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
法
案
の
背
景

は
、
軍
拡
政
策
に
よ
り
自
衛
隊
の
慢
性

的
な
隊
員
不
足
解
消
と
予
備
自
衛
官
の

安
定
的
な
確
保
が
目
的
で
あ
る
。
応
募

は
本
人
の
志
願
と
な
っ
て
い
る
が
、
隊

員
不
足
解
消
の
た
め
、
公
務
員
か
ら
民

間
団
体
、
さ
ら
に
徴
兵
制
へ
と
つ
な
が

る
の
で
は
と
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
村
の

自
治
に
重
大
な
影
響
を
も
た
ら
す
こ
の

法
案
を
ど
の
よ
う
に
判
断
さ
れ
る
の
か
。

　

今
回
の
改
正
は
、
本
人
の
意
思
、
希
望

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
大
規
模
災
害
に
際

し
て
は
、
他
の
職
員
が
カ
バ
ー
を
し
な
が

ら
職
員
の
派
遣
等
を
行
っ
て
き
た
。
そ
も

質　
問

村　
長

そ
も
、
一
朝
有
事
の
際
は
、
地
方
自
治
体

の
通
常
の
行
政
が
行
わ
れ
る
場
合
と
場
面

が
違
う
の
か
な
と
考
え
て
い
る
。

　

法
改
正
に
よ
っ
て
、
地
方
自
治
の
本
旨

や
教
育
委
員
会
が
持
つ
職
員
の
任
命
権
、

管
理
権
が
不
当
に
制
限
さ
れ
る
も
の
で

あ
っ
て
は
い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
自
治
労
（
自
治
体
労
働
者
の
労
働
組

合
）
は
、
国
の
防
衛
政
策
に
基
づ
く
防

衛
省
の
組
織
的
都
合
に
よ
っ
て
、
公
務

員
の
服
務
と
労
働
環
境
を
歪
め
る
本
法

案
に
断
固
反
対
と
表
明
。
私
も
本
人
の

意
思
と
は
い
え
、
自
衛
隊
と
い
う
特
殊

な
軍
事
的
組
織
に
村
職
員
が
関
わ
る
こ

と
に
は
賛
成
で
き
な
い
。
心
情
的
に
も

信
頼
し
て
い
る
職
員
の
皆
さ
ん
に
危
険

が
及
ぶ
こ
と
に
絶
対
反
対
す
る
。

　

国
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
の
が
国
の

大
き
な
責
務
で
あ
り
、
一
朝
有
事
の
際
に

公
務
員
だ
か
ら
そ
う
で
な
い
か
ら
と
い
う

区
分
け
は
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
る
。

教
育
長

質　
問

村　
長

一般質問会議録

公
務
員
の「
予
備
自
衛
官
等
兼
業
特
例
法
」に

　
対
す
る
判
断
は
ど
う
か
？

山
浦
　
登 

議
員

物価の高騰が村民の生活を圧迫

村　
長

予
備
自
衛
官
等
兼
業
法
を

ど
う
考
え
る
か

物
価
高
騰
か
ら

村
民
生
活
を
ど
う
守
る
か

こ
の
ほ
か

一
般
会
計
予
算
編
成
の
疑
問
点
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

出
典
：�

総
務
省
統
計
局

　
　
　
「
２
０
２
０
年
基
準
消
費
者
物
価
指
数

　
　
　

全
国
２
０
２
６
年
５
月
分
」

生鮮食品を除く総合指数の動き
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高
市
総
理
は
先
の
選
挙
の
結
果
を
得

て
憲
法
改
正
に
意
欲
を
示
し
て
い
る
、

国
防
予
算
は
米
国
の
要
求
か
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

で
２
％
、
10
兆
円
と
な
っ
て
い
る
。
ど

こ
ま
で
増
額
す
る
の
か
、
専
守
防
衛
の

為
だ
け
な
の
か
、
こ
れ
は
近
隣
国
に
対

し
て
脅
威
と
受
け
取
ら
れ
る
。
ま
た
、

武
器
も
輸
出
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
非

戦
国
と
し
て
の
誇
り
は
ど
う
し
て
し

ま
っ
た
の
か
、
憲
法
は
戦
前
の
反
省
を

生
か
し
、
国
家
の
恣し

意い

的
な
権
力
の
濫

用
を
国
民
の
手
で
縛
る
も
の
で
あ
る
と

理
解
す
る
。
改
憲
論
が
活
発
に
な
り
、

国
民
投
票
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
た
時
の

各
自
判
断
は
ど
う
な
る
の
か
、
大
丈
夫

か
、
考
え
の
準
備
は
必
要
で
あ
る
。

①�

平
和
の
象
徴
と
言
わ
れ
る
憲
法
だ

が
、「
９
条
の
改
正
」
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

②�

国
民
投
票
の
判
断
材
料
を
ど
う
提
供

す
る
か
。

①�

防
衛
の
定
義
、
自
衛
隊
の
位
置
づ
け
が

質　
問

村　
長

曖
昧
だ
、
改
正
の
必
要
性
に
つ
い
て
は

他
に
方
法
が
あ
る
の
か
ど
う
か
に
よ
る
。

②�

仮
の
話
と
し
て
一
人
一
人
が
国
民
の
立

場
で
判
断
す
べ
き
こ
と
、
判
断
材
料
は

提
供
す
る
べ
き
で
な
い
と
考
え
る
。

　
八や

潮し
お

市
で
は
下
水
道
に
起
因
す
る
大

規
模
な
道
路
陥
没
事
故
が
起
き
た
が
、

当
村
は
大
丈
夫
か
。
令
和
６
年
度
村
の

下
水
道
事
業
の
決
算
分
析
に
よ
る
と
、

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
長
寿
命
化
を
図
る
た

め
、
設
備
更
新
工
事
を
優
先
的
に
進
め

て
お
り
管
渠
更
新
は
無
し
と
の
事
。
ま

た
上
下
水
道
の
料
金
は
管
理
運
営
上
の

貴
重
な
財
源
で
あ
り
、
利
用
者
か
ら
確

実
に
公
正
に
徴
収
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
だ
か
ら
で
あ

る
。

①�

下
水
道
管か

ん

渠き
ょ

は
使
用
開
始
か
ら
30
年

経
過
し
て
い
る
が
、
老
朽
化
の
状
況

や
整
備
度
は
。

②
上
下
水
道
使
用
料
の
未
収
金
状
況
は
。

③�

現
在
基
本
13
ミ
リ
の
パ
イ
プ
、
20
㎥

の
使
用
で
月
額
８
０
７
４
円
で
、
近

隣
市
村
と
比
較
し
て
も
同
額
程
度
で

質　
問

あ
る
。
人
口
減
少
、
戸
数
減
少
で
今

後
徴
収
料
金
が
少
な
く
な
る
。
村
の

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
も
多
額

で
あ
る
。
今
後
使
用
料
金
の
値
上
げ

は
あ
る
の
か
。

④�

農
業
集
落
排
水
事
業
の
対
象
者
の
減

少
で
、
経
営
分
析
で
は
大
き
な
赤
字

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
の
事
業
運
営

の
考
え
は
。

①�

管
渠
延
長
78
・
２
㎞
の
内
95
％
は
耐
用

年
数
50
年
の
管
材
を
使
用
し
老
朽
化
に

至
っ
て
い
な
い
。
５
年
ご
と
の
点
検
が

課
さ
れ
、
実
施
し
て
お
り
、
適
正
で
あ

る
。

②�

４
月
30
日
で
、
８
件
・
１
０
８
万
円
ほ

ど
と
な
っ
て
い
る
。
金
額
の
多
い
滞
納

者
に
つ
い
て

は
誓
約
書
を

交
わ
し
、
一

定
額
の
納
入

を
い
た
だ
い

て
い
る
。
滞

納
者
が
出
な

い
よ
う
努
め

る
。

③�

令
和
２
年
に

建
設
課
長

改
定
を
し
た
が
、
諸
物
価
の
値
上
り
、

維
持
管
理
費
の
増
加
な
ど
を
踏
ま
え
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

④�

利
用
者
の
動
向
を
踏
ま
え
、
別
の
処
理

方
法
も
視
野
に
検
討
し
た
い
。
料
金
に

つ
い
て
は
村
内
同
額
と
す
る
。

　
村
の
奨
学
金
貸
付
制
度
は
、
子
ど
も

た
ち
に
学
ぶ
機
会
と
経
済
的
な
支
援
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
の
貸
付
の
条
項
、
内
容
、
貸
出

審
査
に
極
め
て
不
備
が
あ
る
。
こ
と
お

金
に
関
し
て
は
貸
す
側
、
借
り
る
側
に

高
い
意
識
付
け
が
求
め
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
が
欠
け
て
い
る
。

　
こ
の
奨
学
金
貸
付
制
度
は
廃
止
し
、

厳
し
い
条
件
を
付
し
て
で
も
給
付
型
の

奨
学
金
制
度
と
し
て
実
施
し
学
ぶ
機
会

を
支
援
し
な
い
か
。

　

難
し
い
と
思
う
、
生
活
の
援
助
費
と
な

る
も
の
で
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
は
得

に
く
い
。
奨
学
金
の
返
還
に
対
し
て
一
部

村
が
支
援
す
る
制
度
も
あ
る
。

質　
問

村　
長

一般質問会議録

憲
法
改
正
は
必
要
か
、

　
内
容
を
み
ん
な
は
理
解
し
て
い
る
か

憲
法
公
布
80
年
の
今
年
は
改
正
を
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
時
な
の
か

関
　
達
夫 

議
員

生
活
環
境
保
全
コ
ス
ト
は
適
正
に

奨
学
金
貸
付
制
度
は
誰
の
為
か

下水道浄化センター
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議
員
に
な
っ
て
７
年
。
当
初
、
人

前
で
話
す
こ
と
が
苦
手
で
緊
張
の
あ

ま
り
声
が
震
え
た
。
思
案
の
末
、
飯

山
正
受
庵
で
の
座
禅
会
に
参
加
す
る

こ
と
に
し
た
。
呼
吸
の
際
、
特
に
吐

く
時
、
意
識
を
集
中
す
る
と
不
安
が

払
拭
す
る
と
指
導
さ
れ
、
実
践
す
る

と
回
を
重
ね
る
ご
と
に
気
持
ち
が
落

ち
着
い
て
き
た
。

　

50
余
年
前
、
夜
学
へ
通
い
国
会
衆

議
院
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ボ
ー
イ
を
し

た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
は
国
会

の
団
十
郎
の
異
名
を
と
る
佐
藤
栄
作

総
理
の
時
代
で
あ
っ
た
。
同
僚
７
人

の
う
ち
の
一
人
の
先
輩
か
ら
「
議
員

が
乗
っ
て
き
た
時
、
御
苦
労
様
と
言

う
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
従
っ
た
。
数

日
後
、「
国
会
議
員
へ
の
挨
拶
と
し
て

は
不
適
切
」
と
の
こ
と
で
係
長
よ
り

中
止
の
指
示
が
出
さ
れ
た
。

　

た
か
が
挨
拶
と
は
い
え
、
人
と
の

会
話
や
発
言
は
、
時
と
場
合
、
相
手

に
よ
っ
て
は
誤
解
や
不
快
感
を
も
た

ら
す
。
特
に
議
会
で
の
議
員
の
一
般

質
問
や
発
言
は
重
い
。
過
去
の
経
験

を
心
に
留
め
、
落
ち
着
い
て
「
節
度

あ
る
発
言
・
道
理
あ
る
提
案
」
に
心

が
け
て
い
る
。�

山
浦
　
記

議
員
の

ひ
と
り
ご
と

ちょっと
いっぷく

議会だより
編集委員

委 員 長　江田  宏子　
副委員長　山本  隆樹
委　　員　山浦  　登　
　　　　　関　  達夫　
　　　　　湯本  直木
　　　　　湯本  行浩

次回定例会の開催予定

９月議会定例会

８月12日（水）午後５時
議会事務局へ直接お持ちいただき、
事務局員に説明をお願いします。

請願・陳情の受付締切日※現時点での予定です。

※３月定例会会議録は、現在作成中のため次回定例会までに掲載予定です。

開　会　日　８月27日（木）
一般質問①　９月 ２日（水）
一般質問②　９月 ３日（木）
閉　会　日　９月15日（火）

  定例会・臨時会の会議録は、
どなたでもご覧いただけます

議員報酬改定に向けた要望書を提出しました

会議録は、定例会・臨時会の本会議記録を載せています。
次の場所・方法で閲覧できます。

　・役場２階の議会事務局での閲覧（平日午前８:30～午後５:15）
　・村公式ウェブサイトに掲載

　　 木島平村  で検索して、次のように進んでください。

　　  公式ウェブサイト（トップページ下段）の

　７月７日、勝山議長が日䑓村長へ議員報酬改定に向けた
要望書を手渡しました。村議会では令和５年の選挙で初の
欠員が生じるなど、議員のなり手不足が課題となっていま
す。議会の活性化や持続可能な村づくりには多様な人材の
参画が不可欠です。なり手不足解消のひとつとして、30
年以上据え置かれている報酬の改定を求めています。全国
町村議会議長会の議員報酬の金額の見直し方法に基づき、
議員の月額報酬を20万円とするよう要望しました。

木島平村議会 会議録
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　農地法に基づき、農業委員及び農地利用最適化推進委員による、利用状況調査（農
地パトロール）を実施します。この調査は、遊休農地の把握と発生防止、農地の無断
転用防止等を図り、農地の確保と有効利用の促進を目的としています。調査のために
農地に立ち入る場合がありますので、ご理解とご協力をお願いします。
　農地パトロールで、1年以上にわたって耕作されずに草刈りなどの維持管理もされ
ていないと見受けられる農地や、周辺農地と比べて著しく低利用の遊休農地について
は、利用意向調査の対象になります。

　農地パトロールの結果に基づき、遊休農地の所有者に対し、今後の農地の利用につ
いて意向確認をします。
　この調査で農地中間管理機構に貸し付けの意向を表明した場合は、一定の条件を満
たす農地に限り、長野県農業開発公社が借受者との調整を行います。また、再生が困
難と判断される農地については、非農地判断を行うなど適切な農地利用に向けて対応
します。「山林・原野化している土地」などは、所有者の意向を確認しながら、計画的
に非農地決定を進め、農地の適正管理を促します。

　農地は１度耕作をやめて数年経つと、原形を失うほどに荒れてしまいます。それを
耕作できる状態に戻すには、大変な手間と労力がかかります。
　農地の適正な管理を怠ると、雑草の繁茂による害虫・鳥獣害の温床となるだけでな
く、不法投棄や火災等の発生源になるなど、近隣の農業者や周辺住民に悪影響を及ぼ
す可能性があります。このため、草刈りや耕起などにより、いつでも耕作可能な状態
にしておきましょう。

　離農・規模縮小により使わなくなる農地を次の農業者に引き継ぐために農業委員会
がサポートします。
　・次の農業者へ農地をあっせんします。
　・農地中間管理機構への貸付けや売買に関する手続きの支援をします。
　また、農地の保全が困難になった場合は、早めに地元の農業委員・農地利用最適化
推進委員または村農業振興公社へご相談ください。

農地利用状況調査（農地パトロール）

利用意向調査

農地を所有している方へのお願い

離農・規模縮小の際には

８月～11月

12月～１月

年間を通じて随時

村内全域の農地の利用状況調査村内全域の農地の利用状況調査
（農地パトロール）を実施します（農地パトロール）を実施します

30
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　全国農業新聞は、農業者の公的代表機関である農業委員会ネットワークが発

行する週刊の農業総合専門紙です。最近の農業及び農政の現状がよくわかり、

農業者の経営とくらしに役立つ情報を、毎週金曜日にお届けします。

　次の３つを満たす方が加
入できます。
　①　20歳以上60歳未満
　②�　年間60日以上農業に
従事

　③�　国民年金第１号被保
険者（自営で農業をさ
れている方）

　※�加入にあたっては、別
途「国民年金の付加年
金（月額400円）」に加
入が必要になります。

❶�　将来の自分の年金を、自分で積み立てる制度です。保険料は月額２万円
から６万７千円までの範囲で千円単位で選択できます。（全額社会保険料
控除の対象）
❷　加入脱退は自由です。いつでも再加入できます。
❸�　年金は、一生涯支給されます。（終身年金）80歳前に亡くなられた場合
は、死亡一時金が遺族に支給されます。

※�35歳未満で要件を満たす方は、月額1万円から加入できるようになりま
した。

※60歳以上65歳未満の方も国民年金に任意加入していれば加入できます。
※�国民年金基金や個人型確定拠出年金（iDeCo）と重複して加入することは

できません。
　詳しくは農業委員会事務局またはお近くのJAにお尋ねください。

農業者年金は、農業者なら広く加入できる年金です。人生100年時代と言われますが、

今後人生110年時代になっても、120年時代になっても、老後安心の制度となっています。

・先進技術、新製品、新品種をいち早く紹介
・暮らしと経営に役立つ情報を提供
・農政・農業・農村の動きを分かりやすく解説
・�地域発の話題や若者や女性農業者などがんばる農業者

を紹介

・発行日 毎週金曜日（B3版オールカラー８頁）
・購読料 月額900円（送料・税込）

　農業委員会事務局まで

　農地に住宅や農業用施設の建物等を建てたり、資材置き場や駐車場、建設残土の捨て場等にしたりするな

ど、農地を農地以外のものにすることです。

　農地を農地以外のものにする場合には、農地法の許可申請の手続きが必要です。

　農地法違反となり、農地の所有者を含め違反転用者には厳しい措置がとられます。工事の中止や原状回復の

命令が出されることがあります。

　また、３年以下の拘禁刑または300万円以下（法人は１億円以下）の罰金を科せられる場合があります。

　必ず転用前に農業委員会事務局へご相談ください。

農業者年金  農業者だけが入れる年金、ご存じですか？

◆全国農業新聞とは

加入要件 農業年金の特長

◆内容等 ◆発行日、購読料

◆申込み

を　　　　してみませんか！

STOP!STOP! 農地農地のの違反転用違反転用 ～農地を農地以外に利用するには手続きが必要です～

農地転用とは…

手続きをせずに無断で農地転用すると…

全 読購国 農 業 新 聞
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７
月
20
日
、「
生
涯
学
習
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
初
め
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。「
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し

む
、
学
び
と
つ
な
が
り
」
を
テ
ー

マ
に
、
村
内
で
活
動
す
る
様
々
な

サ
ー
ク
ル
や
団
体
の
う
ち
20
団
体

延
べ
２
０
０
名
が
一
堂
に
会
し
、

世
代
を
超
え
て
知
恵
や
特
技
を
分

か
ち
合
う
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
１
日

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
、
住
民
一
人
ひ
と
り

が
主
役
と
な
り
、
日
頃
の
活
動
成

果
や
趣
味
を
地
域
に
還
元
す
る
こ

と
を
目
的
に
企
画
し
ま
し
た
。
会

場
に
は
多
く
の
村
民
が
集
ま
り
、

普
段
は
交
わ
る
機
会
の
少
な
い
異

な
る
世
代
同
士
が
、
笑
顔
で
言
葉

を
交
わ
す
姿
が
随
所
に
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
村
民
か
ら
は
、「
普

段
関
わ
り
の
な
い
若
い
世
代

や
子
ど
も
た
ち
と
、
地
域
の

暮
ら
し
の
知
恵
を
通
し
て
直

接
触
れ
合
え
て
新
鮮
だ
っ

た
」「
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
、
み
ん
な
が
一
緒
に
主
役

に
な
れ
る
素

晴
ら
し
い
イ

ベ
ン
ト
」
と

い
っ
た
感
動
の
声
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

単
な
る
イ
ベ
ン
ト

に
留
ま
ら
ず
、
地
域

の
「
つ
な
が
り
」
を

再
発
見
す
る
貴
重
な

場
と
な
っ
た
今
回
の

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。
記
念
す
べ
き

第
１
回
目
の
成
功
を
機
に
、
村
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
の
新
た
な

起
爆
剤
と
し
て
、
今
後
の
継
続
的

な
開
催
と
発
展
に
大
き
な
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

世
代
超
え
て
学
び
と
絆
深
め
る

合唱団の迫力ある歌声合唱団の迫力ある歌声

KIRIEの皆さんによるワークショップKIRIEの皆さんによるワークショップ

ダーニングの会ではキーホルダー作りが人気ダーニングの会ではキーホルダー作りが人気

フリーマーケットには多くの品々が並んだフリーマーケットには多くの品々が並んだ

和敬会の大看板が目立つ和敬会の大看板が目立つ
ハートフルアンサンブルのハートフルアンサンブルの

さわやかな音色が響きわたるさわやかな音色が響きわたる

スポーツ団体も参加スポーツ団体も参加

郷むすび結の皆さんによる振る舞い郷むすび結の皆さんによる振る舞い

夏を感じるフラダンス夏を感じるフラダンス

「
つ
な
が
り
」の
第
一
歩
に

今
後
の
発
展
へ
期
待

暮
ら
し
の
知
恵
や

特
技
を
持
ち
寄
り

広
が
る
交
流
の
輪

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

初 

開 

催

わくわくひろば　あそびばわくわくひろば　あそびば
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７
月
１
日
の
せ
っ
こ
塾
教
養
セ
ミ
ナ
ー
は
、「
村
外
研
修
・
歴
史
編
」

と
し
て
「
歴
史
文
化
が
色
づ
く
街
～
松
代
町
歴
史
探
訪
ツ
ア
ー
～
」
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
自
然
豊
か
な
風
景
と
歴
史
的
な
名
所
を
巡
る
こ

の
旅
は
、
参
加
者
に
と
っ
て
非
常
に
充
実
し
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

太
平
洋
戦
争
末
期
に
、日
本
軍
が
本
土
決
戦
の
最
後
の
拠
点
と
し

て
山さ

ん

中ち
ゅ
う

に
極
秘
に
建
設
し
た
巨
大
な
地
下
軍
事
施
設
（
地ち

下か

壕ご
う

）の
う

ち
、
現
在
公
開
さ
れ
て
い
る
象し

ょ
う

山ざ
ん

地ち

下か

壕ご
う

跡あ
と

や
、江
戸
時
代
後
期
の
松

代
藩
士
で
兵へ

い

学が
く

者し
ゃ

・
朱し

ゅ

子し

学が
く

者し
ゃ

・
思
想
家
で
も
あ
る
佐さ

久く

間ま

象し
ょ
う

山ざ
ん

を
祀ま

つ

る
象ぞ

う

山ざ
ん

神じ
ん

社じ
ゃ

、
松
代
城
跡
な
ど
戦
国
時
代
の
ロ
マ
ン
を
感
じ
さ
せ
る

史
跡
に
つ
い
て
、
当
日
ガ
イ
ド
と
し
て
参
加
い
た
だ
い
た
村
文
化
財

調
査
専
門
幹
の
樋
口
和
雄
さ
ん
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
当
時
の
戦
略

や
文
化
に
つ
い
て
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
バ
ス
で
の
移

動
に
よ
り
、
塾
生
同
士
の
交
流
を
更
に
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

象山神社入口で

親不知ピアパーク（ヒスイ探し）で

全員が協力してのBBQ準備

象山地下壕見学

城の入口　太
た い

鼓
こ

門
も ん

前
ま え

橋
は し

で 樋口さんの説明に耳を傾ける

シ
ニ
ア
学
級

「
せ
っ
こ
塾
」

「
せ
っ
こ
塾
」
村
外
研
修

　

～
歴
史
編
～

　

小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
村
青
少
年
育
成
会
連

絡
協
議
会
（
会
長　

土
屋
聖き

よ

史ふ
み

さ
ん　

市
之
割
）

の
夏
季
日
帰
り
事
業
が
７
月
４
日
に
開
催
さ
れ
、

小
中
学
生
58
名
が
新
潟
県
の
海
岸
線
エ
リ
ア
を

訪
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、「
ヒ

ス
イ
探
し
」
や
「
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」、「
海
水
浴
」

に
「
釣
り
」
と
い
っ
た
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通

じ
、
大
自
然
の
魅
力
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
異
な
る

年
齢
間
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

一い
っ

行こ
う

が
最
初
に
訪
れ
た
の
は
、
国
内
有
数
の
ヒ

ス
イ
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
糸
魚
川
市
の
親お

や

不し

ら

ず知

海
岸
。
子
ど
も
た
ち
は
波
打
ち
際
に
し
ゃ
が
み
込

み
、「
こ
れ
が
ヒ
ス
イ
か
な
」「
緑
色
の
石
を
見
つ

け
た
」
な
ど
と
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
、
夢
中
で

石
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。
一
見
す
る
と
普
通
の
石

こ
ろ
の
中
か
ら
「
宝
物
」
を
探
し
出
す
ワ
ク
ワ
ク

感
に
、
誰
も
が
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

昼
食
時
に
は
糸
魚
川
市
能の

生う

の
荒
崎
キ
ャ
ン
プ

場
へ
と
移
動
し
、
待
望
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
高
学
年
の
児
童
・
生
徒
が

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
。
肉
や
野
菜
を
率
先
し

て
焼
き
、
低
学
年
の
子
ど
も
た
ち
に
皿
を
配
る
な

ど
、
微
笑
ま
し
い
協
力
の
光
景
が
随
所
で
見
ら
れ

ま
し
た
。
青
空
の
下
、
全
員
で
囲
ん
だ
臨
海
で
の

食
事
に
、
会
場
は
終
始
に
ぎ
や
か
な
笑
い
声
が
響

い
て
い
ま
し
た
。

　

旅
の
締
め
く
く
り
と
な
っ
た
能
生
海
岸
で
は
、

海
水
浴
と
釣
り
を
体
験
。
夏
の
太
陽
が
照
り
つ
け

る
中
、
子
ど
も
た
ち
は
勢
い
よ
く
海
へ
飛
び
込

み
、
水
し
ぶ
き
を
上
げ
て
大
は
し
ゃ
ぎ
。
一
方

で
、
釣
り
竿
を
握
っ
た
時
間
で
は
一
転
し
て
真
剣

な
表
情
に
。
海
面
を
じ
っ
と
見
つ
め
、
魚
が
引
い

た
瞬
間
に
「
釣
れ
た
！
」
と
歓
声
を
あ
げ
る
姿
が

見
ら
れ
、
周
囲
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

大
き
な
ケ
ガ
も
な
く
全
行
程
を
終
え
、
参
加
し

た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
最
高
の
夏
の
思
い
出
に

な
っ
た
」「
ま
た
み
ん
な
で
来
た
い
」
と
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。
同
育
成
会
関
係
者
は
「
学
年
を

越
え
て
全
員
が
準
備
か
ら
片
付
け
ま
で
協
力
し
合

え
た
。
こ
の
経
験
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
の
絆
が

よ
り
一
層
深
ま
っ
た
と
感
じ
る
。」
と
手
応
え
を

語
り
、
充
実
し
た
一
日
に
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

釣れた瞬間には大きな歓声が

釣り体験では真剣な表情も

木
島
平
村
青
少
年
育
成
連
絡
協
議
会

自
然
体
験
活
動
事
業
を
開
催
！

小
中
学
生
58
人
が
夏
の
思
い
出

新
潟
の
海
で
大
冒
険
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児
童
が
爽
快
な
汗
、
基
本
の
パ
ン
チ
や
キ
ッ
ク
に
挑
戦　

　
「
こ
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
教
室
（
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
）」
が
６
月

７
日
、
木
島
平
小
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
人
気

の
「
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
」
を
テ
ー
マ
に
、
多
く
の
児
童
が
参

加
。
会
場
は
終
始
、
元
気
な
掛
け
声
と
笑
顔
が
溢
れ
、
大
賑
わ

い
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
専
門
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
講
師
に
迎
え
、
ま
ず

は
入
念
な
ス
ト
レ
ッ
チ
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
こ
ど
も
た
ち
は
少
し

緊
張
し
た
様
子
を
見
せ
つ
つ
も
、
徐
々
に
体
を
ほ
ぐ
し
て
い
き

ま
し
た
。

　

指
導
が
本
格
化
す
る
と
、
基
本
と
な
る
構
え
方
や
ス
テ
ッ

プ
、
そ
し
て
パ
ン
チ
や
キ
ッ
ク
の
フ
ォ
ー
ム
に
挑
戦
。

「
シ
ュ
ッ
、
シ
ュ
ッ
」
と
息
を
吐
き
な
が
ら
ミ
ッ
ト
に
向
か
っ

て
力
強
く
拳
を
突
き
出
す
と
、
会
場
内
に
は
「
パ
ン
ッ
！
」
と

快
い
音
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
か
ら
は
、「
初
め
て
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
を

や
っ
た
け
れ
ど
、
ミ
ッ
ト
に
当
た
っ
た
と
き
が
す
ご
く
気
持
ち

よ
か
っ
た
。
ま
た
や
っ
て
み
た
い
」
と
声
を
弾
ま
せ
て
い
ま
し

た
。

　

公
民
館
の
担
当
者
は
、「
予
想
以
上
の
多
く
の
子
ど
も
た
ち

に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
活
気
あ
る
教
室
に
な
っ
た
。
体
を
動
か

す
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
だ
け
で
な
く
、
挨
拶
や
礼
儀
作

法
、
相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
も
学
べ
る
良
い
機
会
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
今
後
も
子
ど
も
た
ち
が
輝
け
る
場
を
作
っ
て

い
き
た
い
」
と
手
応
え
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

部
落
解
放
同
盟
木
島
平
村
支

部
と
木
島
平
中
学
校
職
員
、
同

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、
村
教
育
委
員

会
職
員
に
よ
る
懇
談
会
が
７
月

13
日
、
木
島
平
中
学
校
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
「
被

差
別
部
落
に
対
す
る
マ
イ
ナ
ス

イ
メ
ー
ジ
」
や
「
同
和
問
題
に

対
す
る
『
寝
た
子
を
起
こ
す
な

論
』」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ

討
議
を
行
い
、
差
別
解
消
に
向

け
た
教
育
や
啓
発
の
あ
り
方
に
つ
い
て
活
発
に
意
見
を

交
換
し
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
、
同
和
問
題
へ
の
理
解
を
深
め
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
・
行
政
が
連
携
し
て
人
権
意
識
の
高

揚
を
図
る
目
的
で
、
小
・
中
学
校
で
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
、
今
な
お
根
強
く
残
る

被
差
別
部
落
へ
の
偏
見
や
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
ど
の

よ
う
に
払
拭
し
て
い
く
か
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、「
触
れ
な
け
れ
ば
問
題
は
起
き
な
い
」
と
す
る
、

い
わ
ゆ
る
「
寝
た
子
を
起
こ
す
な
論
」
に
対
し
、
正
し

い
知
識
を
伝
え
な
い
こ
と
が
、
か
え
っ
て
偏
見
の
温
存

や
新
た
な
差
別
に
つ
な
が
る
と
指
摘
。
正
し
い
歴
史
認

識
と
人
権
感
覚
を
育
む
教
育
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
現
状
や

課
題
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
学
校
関
係
者
か

ら
は
「
子
ど
も
た
ち
が
差
別

に
気
づ
き
、
正
し
く
行
動
で

き
る
力
を
育
て
る
た
め
に
、

今
後
も
地
域
や
行
政
と
連
携

し
な
が
ら
人
権
教
育
を
推
進

し
て
い
き
た
い
」
と
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
で
心
身
鍛
え
る

「
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
！
」緑
の
芝
生
に
歓
声

こ
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
教
室
①

こ
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
教
室
②

快い音が鳴り響く

まっすぐに飛ぶ感覚が気持ち良い

時間が経つのを忘れるほど
親子で熱中

礼儀作法等多くの事が
学べた1日となった

　

子
ど
も
た
ち
に
ゴ
ル
フ
の
楽
し
さ
を
体
験
し
て
も
ら
お
う

と
、
公
民
館
主
催
の
「
こ
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
教
室
（
キ
ッ
ズ
ゴ
ル

フ
）」
が
７
月
４
日
に
屋
内
運
動
場
（
人
工
芝
）
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
会
場
に
は
多
く
の
小
学
生
ら
が
集
ま
り
、
爽
快
な
ス

イ
ン
グ
と
弾
け
る
笑
顔
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

初
心
者
も
夢
中
！
基
本
か
ら
楽
し
く
学
ぶ

　

こ
の
教
室
は
、
子
ど
も
た
ち
の
体
力
向
上
と
新
し
い
ス
ポ
ー

ツ
へ
の
関
心
を
育
む
目
的
で
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
参
加
し
た

子
ど
も
た
ち
の
多
く
は
、
指
導
者
か
ら
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
握
り

方
や
正
し
い
フ
ォ
ー
ム
の
丁
寧
な
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
る
と
、

す
ぐ
に
コ
ツ
を
掴つ

か

ん
だ
様
子
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

最
初
は
空
振
り
に
悔
し
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
た
子

ど
も
た
ち
も
、
快
音
を
響
か
せ
て
ボ
ー
ル
が
遠
く
へ
飛
ぶ
と

「
や
っ
た
！
」「
飛
ん
だ
！
」
と
大
喜
び
。
周
囲
で
見
守
る
保
護

者
や
友
達
か
ら
も
大
き
な
拍
手
と
歓
声
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

地
域
で
育
む
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

　

参
加
し
た
児
童
の
一
人
は
、「
難
し
か
っ
た
け
ど
、
ボ
ー
ル

が
ま
っ
す
ぐ
飛
ん
だ
と
き
が
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
。
ま
た
や
っ

て
み
た
い
」
と
声
を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

公
民
館
の
担
当
者
は
、「
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
体
を
動
か
す
楽

し
さ
を
知
り
、
子
ど
も
た
ち
同
士
の
交
流
も
深
ま
っ
た
よ
う
で

嬉
し
い
。
今
後
も
地
域
で
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
機
会

を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
語
り
、
イ
ベ
ン
ト
は
盛
況
の
う
ち
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

部落解放同盟木島平支部長
大崎 博さん

グループ討議では様々な意見が交わされた

人
権
同
和
教
育

懇
談
会
を
開
催

人権
推進室



35

公民館報　2026.8（No.603）

　　　　　　　　　　　　往郷911-7 若者センター内　82-3111（内線206）
　　　　　　　　　　　　月曜日休館　開館時間・平日９時～17時45分／土日祝８時30分～17時15分

新解きたくなる数学（佐藤雅
まさ

彦
ひこ

, 他）、東大研究員がゼロから考えてみた「宇宙の常識」（澤田涼
りょう

）、横山タカ子のつくり
やすい手仕事レシピ（横山タカ子）、彼の空のユンカース（柊サナカ）、隣の畑は青々と（河崎秋

あき

子
こ

）、多類婚
こん

姻
いん

譚
たん

（凪
なぎ

良
ら

ゆう）、めぐる糸（永井紗
さ

耶
や

子
こ

）、海のほとりのプラネット（義
よし

井
い

優
ゆう

）、やさしいがつづかない（稲垣諭
さとし

）、ニッポンの移
民（是

これ

川
かわ

夕
ゆう

）、学校のメンタルヘルス（伊藤美
み

奈
な

子
こ

）、野生動物の痕
こん

跡
せき

図鑑（奥山英
えい

治
じ

）、僕が使ったペットボトルはどこ
へ行く？（木口達

たつ

也
や

）、温暖化で日本の山に何が起こっているのか（岡山泰
やす

史
し

）

おふとんさんとハリーちゃん（コンドウアキ）、新
し ん

ざんねんないきもの事
じ

典
て ん

（今
い ま

泉
いずみ

忠
た だ

明
あ き

）、パズルで名
め い

探
た ん

偵
て い

なぞとき
60問（杉

す ぎ

山
や ま

亮
りょう

）、ねこまたさんとぬりかべさん（富
と み

安
や す

陽
りょう

子
こ

／おくはらゆめ）、ぼくたちは、あらそうために生
い

きるの
か？（山

や ま

極
ぎ わ

寿
じ ゅ

一
い ち

）

　『わたし、このごろ　おもうねん。わたしには　「ええところ」なんか　ひとつも　
ないって。』自分の「いいところ」を見つけられずに思い悩む「わたし」。自分に
は、いいところなんて何もない。誰でも一度は感じたことのある悩みかもしれませ
ん。そんな時に思い出す言葉は、「自分をはかる“ものさし”」という言葉です。
　世の中には数字で測れる物がたくさんあります。身長、体重、テストの点、50メー
トル走のタイム……。しかし、数字でははかれない「ええところ」は、もっともっ
とたくさんあります。優しさ、明るさ、元気さ、思いやりがある、気が利く、丁寧
にできる、先を見通して行動できる……。挙げればきりがありません。この本を読
んで、「私をはかる“ものさし”って何だろう。」「私のええところって何だろう。」と考
えてみてほしいです。そして、自分の「ええところ」をたくさん見つけてほしいです。
　さあ、「わたし」の「ええところ」は見つかったのでしょうか……？ イラストも、とってもかわいいおすすめの
一冊です。

『ええところ』

くすのき　しげのり／作
ふるしょう　ようこ／絵

今月の一冊今月の一冊 木島平小学校教頭　佐々木清
さ や

花
か

新着図書

児童図書

図書館　　だより

ちっちゃな図書館

　
７
月
５
日
、
恒
例
の
市
神
さ
ん
が
、

中
島
公
民
館
前
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
市
神
は
、
市い

ち

場ば

に
集
ま
っ
た

人
々
に
市
の
サ
チ
を
与
え
る
と
信
じ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
中
島
区
は
、
戦
国
時

代
に
市
川
氏
が
計け

見み

城じ
ょ
う

（
日ひ

向な
た

城じ
ょ
う

）
に

居き
ょ

城じ
ょ
う

の
頃
、
町
場
と
し
て
栄
え
、
市
が

た
ち
市
神
を
祀ま

つ

っ
て
近き

ん

郷ご
う

の
人
々
で
賑

わ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
区
民
は
も
と
よ
り
近
隣

地
区
か
ら
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
野
菜
・
果
物
・
焼
き
鳥
・

生
ビ
ー
ル
等
の
販
売
や
、
バ
ン
ド
演

奏
、
獅
子
舞
も
披
露
さ
れ
、
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

中
島
分
館
長
　
山や

ま

口ぐ
ち

正ま
さ

巳み

伝
統
行
事

『
市い

ち

神が
み

さ
ん
』を
開
催

くじ引きは子どもたちに大人気くじ引きは子どもたちに大人気

有志によるバンド演奏は大盛況有志によるバンド演奏は大盛況

分分
館館
だ
よ
り
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ふれあいネットワークふれあいネットワーク

8/17（月） ○安心買い物ツアー

8/19（水） ○�無料法律相談（相談
員…長野県弁護士会
派遣弁護士）

○�集まろう！通いの場
「ピース」

8/20（木） ○安心買い物ツアー

8/21（金） ○�多世代交流「このゆ
びと～まれ」

8/26（水） ○ふれあいランチ

9/  2（水） ○�心配ごと相談（相談
員…人権擁護委員・
民生児童委員）

9/  3（木） ○�集まろう！通いの場
「ピース」

9/  9（水） ○ふれあいランチ

9/10（木） ○安心買い物ツアー

9/16（水） ○�集まろう！通いの場
「ピース」

9/17（木） ○安心買い物ツアー

9/30（水） ○ふれあいランチ

No. 391

発行：社会福祉法人
　　　木島平村社会福祉協議会
住所：木島平村大字住郷908-3
TEL：0269（82）4888

8/10
9/30
〜

社協の予定

木島平村社協
公式ウェブサイト

会費:158万円 0.6%
村民の皆様からご協力いただ
いている社協会費です。

基金積立金:14万円 0.1%
基金積立です。

固定資産取得支出:500万円 2.0%
固定資産取得支出です。

助成金・雑支出
125万円 0.5%
団体活動助成、支部活動助成、
社会福祉協力校交付金等です。

就労支援事業支出
408万円 1.6%
つくしの家就労支援事業支出
です。

事務費:749万円 3.0%
福利厚生、研修費、旅費交通費、
修繕費、業務委託費等です。

事業費:3,060万円 12.1%
消耗器具備品費、水道光熱費、
車両費、燃料費、給食費等です。

積立資産支出:1,501万円 5.9%
積立資産支出です。

その他:667万円 2.6%
退職手当積立基金等です。

寄付金:18万円 0.1%
皆様から寄せられた寄付金
です。寄付金６件。

共同募金配分金
133万円 0.5%
ご協力いただいた
赤い羽根共同募金
からの配分金です。

補助金
1,897万円 7.5%
介護予防事業(いきいき広場、
楽楽貯筋教室、なごみサーク
ル)ボランティアセンター運
営、福祉活動専門員など、村
からの補助金です。

受託金:834万円 3.3%
生活支援コーディネーター
事業など、村・県社協から
の受託金です。

事業収入
121万円 0.5%
いきいき広場、楽楽貯筋教
室、なごみサークル、ふれ
あいランチ弁当代等の参加
費・利用料です。

その他:1,745万円 6.9%
積立資産取崩収入等です。

障がい福祉サービス
3,049万円 12.0%
つくしの家就労継続支援B型
事業所の訓練等給付金の収入
です。

就労支援事業収入
408万円 1.6%
つくしの家受託事業収入です。

収入  ２億5,332万円 

支出  ２億5,307万円 

　令和７年度の社会福祉協議会決算について、概要を報告します。
　介護保険収入が主な収入ですが、村民の皆様からの会費収入も社会福祉協議会における
貴重な財源です。
　７年度は1,320世帯1,584,000円の納入をいただきました。
　本年度も、地域福祉の推進、介護保険・障害福祉サービスの充実のため、事業を進めて
まいりますので、ご協力をお願いいたします。
※詳しい内容は、木島平村社協公式ウェブサイトで公開していますので、ご覧ください。

令和７年度
木島平村社会福祉協議会 決算報告木島平村社会福祉協議会 決算報告

介護保険収入
1億6,969万円 67.0%

人件費
1億8,283万円 72.2%

ホームヘルパー、デイサービ
ス、ケアプランに係わる国等
からの収入と個人利用料です。

正規職員19人、再任用職員１人、
嘱託職員12人、パート職員28人

会費:158万円 0.6%
この会費は、ふれあいランチ、
車両貸出事業、ふれあい広場な
ど、地域福祉を推進する事業に
使わせていただきました。
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　第２、４水曜日を活動日とし、
地域ボランティアの協力のもと
配食サービスを行っています。
１食：400円　昼食のみ

（11時～12時の間にお届けします）

【対象となる方は下記のとおりです】
⃝一人暮らしの高齢者、障がい者
⃝高齢者、障がい者のみの世帯
⃝昼間高齢者、障がい者のみとなる世帯

調理に興味のある方、配達にご協力いただける方を募集してい
ます。一緒に活動してみませんか。
� 問合せ先：社協 0269（82）4888

ふれあいランチだよりふれあいランチだより

栄養豊富な、手作り
お弁当はいかがですか？

  ご利用を希望される方は、
　　木島平村社協まで
　　ご連絡ください。

【７月８日】
・ごはん
・煮込みハンバーグ
・ちくわじゃが
・ズッキーニのソテー
・バンサンスー　・フルーツ

ふれあいランチボランティア募集

　通所介護（デイサービス）では、その人らしく生活が送れるように現在の心身機能を維持増進するため、

体操やレクリエーションなどを実施しています。

　最近ではボランティア週間を設けて、楽器の演奏やダンス・民謡のボランティアの方々に来所していただ

いて交流を行っています。その他にも、季節に合わせた行事（ドライブ）や製作・おやつ作りなどを行って

おり、利用者様にはとても好評をいただいております。

　昨年、最新の入浴機器を導入しまし

た。利用者様には、お身体の状態に合

わせたお風呂に入浴していただき、大

変喜ばれています。一般浴室の窓から

は、木島平村の田園風景や雄大な妙高

山が一望でき、移りゆく季節を感じな

がら入浴していただいています。

　これからも村民の皆様に親しんでい

ただけるデイサービスとなるように、

職員一同努めてまいります。

デイサービスセンター

希望の旅“じょんのび”を開催

事業所
紹介

【７月22日】　
・五目寿司
・タンドリーチキン
・ナスの揚げびたし
・モロッコインゲンのごまよごし
・ワカメときゅうりのジャコ和え

　６月30日に「希望の旅　“じょんのび”」を開催しました。

　対象者やボランティアを含め、総勢16名で新潟県妙高市の“かわら亭”へ出か

けました。帰りに、道の駅“あらい”に寄り、お土産などを買いました。

　参加された利用者様からは、「温泉が気持ち良かった。」「普段出かける機会

が少ないから出かけることができて良かった。」などの感想をいただきました。

　毎年この事業には、ボランティアの方のご協力をいただいております。ケガ

などなく開催することができました。ありがとうございました。

　近年では、参加人数が減少傾向にある状況です。開催については、今後どのような形がいいのか検討を行う予定です。
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、
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の
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し
か
し
、
雑
草
は
違
う
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猛
暑
の
中
で
力
強
く
成
長
す
る
。

深
く
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を
張
り
、
水
分
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無
駄
遣
い
し
な
い
、
生
き
延
び
る
力

を
持
っ
た
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だ
け
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す
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い
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、
過
酷
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環
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気
や
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に
も
耐
え
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の
中
で
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命

力
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だ
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ら
手
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わ
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草
刈
り
は
、
そ
ん
な
雑
草
と
の
戦
い
だ
。
戦
い
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有
利
に
す

る
た
め
、
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涼
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そ
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ら
っ
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業
す
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が
、
猛
暑
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し
な
い
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め
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途
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に
体
中
か
ら
汗
が

噴
き
出
る
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全
身
汗
ま
み
れ
に
な
る
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間
は
ひ
弱
な

ん
だ
と
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た
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す
る
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し
か
し
、
違
う
の
だ
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汗
を
か
く
と
い
う
の
は
人
間
が
生
き

延
び
る
た
め
身
に
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け
た
貴
重
な
力
だ
。
猫
は
体
を
な
め
て
唾

液
を
蒸
発
さ
せ
体
を
冷
や
す
。
犬
は
激
し
く
呼
吸
し
て
口
か
ら

熱
を
発
散
す
る
。象
や
ウ
サ
ギ
は
大
き
な
耳
で
血
液
を
冷
や
す
。

人
の
場
合
は
、
全
身
の
汗
が
気
化
し
て
体
を
冷
や
す
。
こ
の
体

温
調
整
力
は
、
長
い
進
化
の
歴
史
の
中
で
手
に
入
れ
た
生
き
抜

く
た
め
の
特
殊
な
能
力
と
も
い
え
る
。

　

動
物
も
植
物
も
、
様
々
な
能
力
と
術す
べ

を
身
に
付
け
、
命
を
繋

い
で
き
た
。発
汗
と
い
う
貴
重
な
力
を
最
大
限
活
か
す
た
め
に
。

　

作
業
前
・
作
業
中
は
30
分
ご
と
に
、
そ
し
て
作
業
後
に
は
、

こ
ま
め
に
水
分
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

木
島
平
村
長　

日
䑓　

正
博

８月掲載承諾分動きの人人人人
※氏名の一部に常用漢字を使用・敬称略で記載

ごめいふくをお祈りします

木島平村と LINE でつながりませんか

【登録者数 2,200 人突破！】

　村の防災や子育て、イベント情
報などホットな話題を迅速にお届
けします。

自然劇場

　  ７   .17          西小路     　髙山　泰
やす

男
お

　　   （81）
　  ７   . 18          中　島     　瀧澤　良

りょう

治
じ

　　  （96）

写真
秘話

柱松子の験比べとは？

　柱松の上で着火
する早さを競う柱
松子は、昔は修

しゅ

験
げん

者
じゃ

（山林修行者）によって行われた儀式でした。火
を使って占いをするのは同じですが、かつては「験

げん

比べ」とも言われていました。
　修験者たちは、修業によって霊力を得て、悟

さと

りや
人々の救済を目指しました。自分がどれほど力をつ
け、かつ強い祈願ができるようになったかを示すた
めに行ったのが「験比べ」です。
　命がけの修業の成果報告だけあって、現代よりも
気迫がこもっていたのかもしれません。
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